
秋
田
藩
家
老
小
場
宣
忠
関
係
文
書
に
つ
い
て

は
じ
め
に

先
般
筆
者
お
よ
び
及
川
亘
・
加
藤
昌
宏
両
氏
の
共
編
に
て
、
『
佐
竹

義
宣
書
状
集
l
梅
津
憲
忠
宛
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報

告
二

O
二
ニ
ー
ー
三
、
二

O
二
二
年
九
月
）
を
刊
行
し
た
。

こ
こ
に
は
、
秋
田
藩
主
佐
竹
義
宣
が
元
和
元
年
（
慶
長
二
十
年
”
一

六
一
五
）
か
ら
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
の
あ
い
だ
に
家
老
梅
津
窓
忠

に
宛
て
て
出
し
た
害
状
二
百
七
十
二
通
を
収
め
た
。
こ
れ
ら
を
翻
刻
す

る
た
め
義
宣
・
愈
忠
の
関
係
文
書
を
検
討
し
た
過
程
で
、
近
世
初
期
の

秋
田
藩
務
政
、
お
よ
び
藩
主
義
宣
の
動
向
を
考
え
る
た
め
に
は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
憲
忠
宛
書
状
を
検
討
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

そ
の
他
関
連
史
料
の
収
集
・
検
討
も
課
題
と
な
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

認
識
し
た
。

金

子

拓

そ
の
課
題
の
ひ
と
つ
が
、
寛
永
年
間
前
半
頃
憲
忠
と
並
ん
で
家
老
職

に
あ
っ
た
小
場
宣
忠
に
関
係
す
る
文
書
の
検
討
で
あ
る
。

小
場
家
は
佐
竹
家
十
二
代
義
宣
（
近
世
秋
田
藩
初
代
藩
主
と
は
別

人
）
の
庶
兄
義
お
を
祖
と
し
、
常
陸
北
部
を
本
拠
（
現
茨
城
県
常
陸
大

宮
市
）
と
し
た
佐
竹
家
の
有
力
一
族
で
あ
討
。
宣
忠
は
家
老
と
し
て
義

宣
に
仕
え
た
渋
江
政
光
（
慶
長
十
九
年
の
大
坂
冬
の
陣
に
お
い
て
討

死
）
の
実
弟
に
あ
た
り
、
小
場
義
宗
の
娘
を
喪
っ
て
小
場
を
名
乗
っ
た
。

寛
永
元
年
（
元
和
十
）
春
よ
り
家
老
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
ね
o

最
初
小

伝
次
を
名
乗
り
、
の
ち
源
左
衛
門
と
改
め
た
。
後
述
す
る
宣
忠
宛
文
書

を
見
る
と
、
元
和
九
年
ま
で
小
伝
次
で
あ
り
、
寛
永
二
年
よ
り
源
左
衛

門
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
家
老
に
な
る
と
同
時
に
名
乗

り
も
源
左
衛
門
と
改
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。
寛
永
九
年
二
月
二
十
六
日

江
戸
に
て
没
し
た
。
家
は
養
嗣
子
（
政
光
三
男
）
宣
利
が
嗣
い
だ
。
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元
禄
・
宝
永
年
間
に
お
け
る
秋
田
藩
の
修
史
事
業
に
お
い
て
小
場
源

左
衛
門
家
か
ら
も
文
書
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
『
秋
田
藩
家
蔵
文
書
』

（
以
下
『
家
蔵
』
と
略
す
）
第
十
九
冊
に
「
小
場
源
左
衛
門
処
房
家
蔵

文
書
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
二
十
五
通
の
文
書
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。
う
ち
二
通
が
宣
忠
宛
の
義
宣
書
状
、
十
七
通
が
宣

忠
宛
の
愈
忠
書
状
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
時
期
的
に
「
佐
竹
義
宣
書
状
等
J
梅
津
窓
忠
宛
』
に
収
め

た
憲
忠
宛
義
宣
書
状
と
重
な
る
。
こ
の
た
め
小
場
宣
忠
宛
の
害
状
も
ま

た
、
藩
主
義
宣
と
家
老
と
の
情
報
の
や
り
と
り
を
考
え
る
う
え
で
重
要

な
素
材
と
な
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
憲
忠
・
宣
忠

の
家
老
聞
に
お
け
る
や
り
と
り
を
う
か
が
う
こ
と
に
よ
り
、
二
人
の
家

老
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
や
、
愈
忠
宛
書
状
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
義
宣
の
動
向
を
補
完
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
以
下
本
稿
で
は
小
場
宣
忠
宛
の
佐
竹
義
宣
書
状
・
梅
津
窓
忠

書
状
を
中
心
に
翻
刻
紹
介
し
た
い
。
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
文

書
群
が
藩
の
修
史
事
業
の
な
か
で
い
か
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
、

ま
た
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
伝
来
を
経
て
現
在
に
至
る
の
か
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
整
理
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

小
場
家
文
書
の
概
要
と
伝
来

元
禄
・
宝
永
の
修
史
事
業
の
お
り
、
小
場
源
左
衛
門
家
よ
り
落
の
御

文
書
所
に
提
出
さ
れ
た
文
書
は
三
十
通
あ
っ
た
。
修
史
事
業
が
一
段
落

し
た
宝
永
六
年
（
一
七
O
九
）
段
階
に
お
い
て
御
文
書
所
に
保
管
さ
れ

て
い
た
史
料
の
目
録
『
御
文
書
井
御
書
物
目
録
』
（
秋
田
県
公
文
書
館

所
蔵
、
整
理
番
号
A
S
O
二
九
｜
一
、
以
下
宝
永
目
録
と
呼
ぶ
）
に
は
、

「
一
、
古
書
三
十
通
一
袋
町
議
隷
摘
一
襲
、
／
側
羽
醐
耐
腿
ヲ
糊
況
が
吹
」
と
あ

る
。
こ
の
項
目
の
あ
る
括
り
に
は
「
追
テ
吟
味
ノ
上
本
書
ノ
分
返
シ
附

ラ
ル
ヘ
シ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
宝
永
六
年
段
階
で
一
袋
に
一
括
し
て

保
管
さ
れ
、
い
ま
だ
吟
味
が
終
わ
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
梅
津
家
の
文
書
と
異
な
り
、
宝
永
六
年
段
階
に
は
原
型
が
成

立
し
て
い
た
と
い
う
『
義
宣
家
譜
』
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
事
情
か
ら
だ
ろ
う
か
。

文
書
提
出
時
に
添
え
ら
れ
た
目
録
は
秋
田
県
公
文
書
館
（
以
下
公
文

書
館
と
略
す
）
佐
竹
文
庫
に
「
小
場
源
左
衛
門
届
書
」
の
史
料
名
に
て

伝
存
し
、
提
出
内
容
が
明
ら
か
と
な
る
（
整
理
番
号
A
S
O
二
九

l
一

O
）
。
右
の
宝
永
田
録
の
割
書
に
あ
る
「
注
文
」
が
こ
れ
だ
ろ
う
。
日

付
は
八
月
二
十
六
日
と
あ
る
だ
け
で
年
記
は
不
明
だ
が
、
元
禄
・
宝
永

年
間
で
は
あ
る
だ
ろ
う
。
「
小
場
源
左
衛
門
届
書
」
（
以
下
端
裳
押
紙
に

よ
り
「
古
書
目
録
」
と
呼
ぶ
）
全
文
を
以
下
に
掲
げ
る
（
丸
数
字
は
以

下
の
記
述
の
便
宜
の
た
め
筆
者
が
付
し
た
）
。

-19-

｛
朱
骨
骨
‘
以
下
『
』
内
向
じ
｝

（
包
紙
上
書
）
「
上
『
七
ノ
義
』
小
場
源
左
衛
門
」

（
端
裏
押
紙
）
「
小
場
源
左
衛
門
指
出
ス
古
書
目
録
『
七
ノ
義
』
」
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①
一
、
従
義
宣
公
御
直
書
弐
通

②
一
、
従
鐙
照
院
様
梅
津
半
右
衛
門
被
下
候
御
書
壱
通

（

k
間
耐
付
隻
｝

③
一
、
梅
津
半
右
衛
門
愈
忠
所

B
遣
候
書
状
拾
七
通
「
内
壱
通
紛

失
、
寛
政
三
年
亥
八
月
調
」

④
一
、
梅
津
長
三
郎
所
B
遺
候
書
状
壱
通
・

⑤
一
、
梅
樟
主
馬
所
、
5
遺
候
害
状
壱
通

⑥
一
、
信
太
兵
部
少
所
B
遺
候
書
状
三
通

⑦
一
、
梅
津
半
右
衛
門
所
江
岡
三
郎
兵
衛
・
菅
谷
隼
人
両
人
名
所
ニ
而

遺
候
書
状
壱
通

③
一
、
神
尾
内
記
殿
B
信
太
兵
部
少
所
ヘ
被
造
候
御
状
弐
通

⑨
一
、
土
井
大
炊
殿
御
家
頼
大
野
伊
兵
衛
所
δ
遺
候
書
状
壱
通

⑩
一
、
元
和
九
年
御
上
洛
之
時
分
御
渡
被
成
候
御
提
番
一
通

惣
数
合
三
拾
通

八
月
廿
六
日

小
場
源
左
衛
門

前
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
提
出
さ
れ
た
う
ち
の
二
十
五
通
（
①
③
④

⑤
め
⑮
）
は
『
家
蔵
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
原
本

の
多
く
は
現
在
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
古
書
目
録

の
情
報
を
基
礎
に
、
原
本
情
報
そ
の
他
を
表
と
し
て
ま
と
め
た
。

こ
の
小
場
家
の
文
書
群
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を
以
下
述
べ
る
。

第
一
点
、
提
出
文
書
の
う
ち
五
通
が
「
家
蔵
』
未
採
録
だ
が
（
②
⑦
③

⑨
）
、
こ
ち
ら
は
「
家
蔵
』
と
別
に
編
纂
成
立
し
た
同
類
の
古
文
書
集

『
御
文
書
』
（
現
在
千
秋
文
庫
所
蔵
）
の
ほ
う
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
。
第
二
点
、
提
出
さ
れ
た
宣
忠
宛
憲
忠
書
状
十
七
通
の
う
ち
、
十
五

通
の
原
文
書
が
公
文
書
館
に
伝
存
す
る
こ
と
。
ま
た
十
七
通
の
う
ち
一

通
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
時
点
で
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て

い
た
こ
と
。
第
三
点
、
提
出
文
書
中
、
愈
忠
書
状
以
外
の
も
の
に
つ
い

て
も
四
通
の
原
文
書
伝
存
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
。
第
四
点
、
伝
存
す
る

原
文
書
に
は
朱
筆
で
「
七
ノ
義
」
「
義
」
「
仁
」
と
記
入
さ
れ
て
お
り
、

古
書
目
録
に
も
同
様
に
「
七
ノ
義
」
の
朱
筆
書
き
入
れ
が
あ
る
こ
と
。

第
五
点
、
目
録
中
に
記
載
の
な
い
宣
忠
宛
義
宣
書
状
の
写
二
通
・
宣
忠

宛
義
隆
害
状
二
通
の
計
四
通
が
佐
竹
文
庫
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
。

第
一
点
に
つ
い
て
、
三
十
通
の
文
書
は
い
か
な
る
判
断
で
『
御
文
書
』

と
『
家
蔵
』
に
分
け
て
写
し
収
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
御
文
書
』
に
収
め
ら
れ
た
五
通
を
見
る
と
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
小

場
宣
忠
以
外
の
人
物
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
。
五
通
と
も
も
と
は

小
場
勘
解
由
所
蔵
と
あ
り
、
『
御
文
書
』
巻
頭
に
あ
る
文
書
目
録
の
該

当
箇
所
に
付
築
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
②
に
あ
る
付
鐘
に
は
、
朱
筆
に
て
「
宝
永
八
年
御
青
印
拘

ニ
梅
津
半
右
衛
門
ニ
被
返
下
ト
ア
リ
、
梅
津
文
書
ニ
ハ
ナ
シ
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
文
書
は
、
藩
の
修
史
事
業
の
過
程
で
御
文
書

所
に
よ
り
も
と
も
と
小
場
家
に
伝
来
す
る
由
緒
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た

た
め
、
吟
味
後
宛
所
で
あ
る
梅
津
態
忠
の
末
商
に
返
却
さ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
残
る
四
通
も
お
な
じ
よ
う
な
事
情
が
付
築
に
朱
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書
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
②
の
付
築
に
「
梅
津
文
書
ニ
ハ
ナ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、

付
築
作
成
時
点
で
返
却
予
定
先
に
は
文
書
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
他
の
四
通
も
や
は
り
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
五
通
は
返
却
さ

れ
ず
に
そ
の
ま
ま
御
文
書
所
に
留
め
お
か
れ
て
い
た
と
お
ほ
し
い
。
事

情
は
ま
た
あ
と
で
触
れ
る
。

以
上
、
『
御
文
書
』
の
五
通
は
、
も
と
も
と
元
禄
・
宝
永
年
間
ま
で

小
場
家
に
伝
来
し
て
い
た
も
の
の
、
修
史
事
業
の
過
程
に
お
い
て
小
場

家
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
名
宛
人
の
末
商
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
『
家

蔵
」
の
「
小
場
源
左
衛
門
処
房
家
蔵
文
書
」
に
も
収
め
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

秋
田
藩
の
修
史
事
業
に
お
い
て
は
、
御
文
書
所
に
提
出
さ
れ
た
家
蔵

文
書
を
吟
味
し
、
そ
の
家
に
伝
来
す
る
正
当
性
が
な
い
と
み
な
さ
れ
た

文
書
は
、
本
来
伝
来
す
べ
き
（
と
御
文
書
所
が
判
断
し
た
）
家
に
移
さ

れ
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
以
前
筆
者
が
検
討
し
た
岩
屋
家
文
書
な

ど
が
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
り
、
小
場
家
の
文
書
も
同
様
の
処
置
を
こ

う
む
っ
た
。

伝
来
の
正
当
性
の
有
無
に
つ
い
て
の
判
断
基
準
は
多
様
で
あ
ろ
う

が
、
文
書
の
伝
来
論
の
見
地
か
ら
言
え
ば
、
宣
忠
宛
で
は
な
い
文
書
が

小
場
家
に
伝
来
す
る
ば
あ
い
も
十
分
想
定
で
き
る
。
一
例
と
し
て
、
（
寛

永
六
年
カ
）
六
月
二
十
四
日
付
大
野
仁
兵
衛
書
状
（
二
九
号
）
が
あ
る
。

大
野
は
幕
府
老
中
土
井
利
勝
の
家
臣
で
あ
り
、
宛
所
の
信
回
（
信
太
）

兵
部
少
輔
は
秋
田
藩
の
江
戸
留
守
居
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
大
野

は
、
江
戸
の
神
田
土
橋
修
築
に
あ
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
秋
田
よ
り
人
足
を

呼
び
寄
せ
る
ほ
ど
で
な
く
、
江
戸
に
て
日
雇
い
人
足
を
集
め
れ
ば
す
む

こ
と
、
直
接
会
っ
て
話
す
べ
き
だ
が
咳
気
の
た
め
害
状
を
出
し
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
書
状
と
深
く
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
七
月
七
日
付
信
太

兵
部
少
輔
害
状
（
二
三
号
、
梅
津
政
景
・
小
場
宣
忠
宛
）
で
あ
る
。
こ

の
な
か
で
信
太
は
、
利
勝
か
ら
「
御
国

S
人
足
奉
行
よ
ぴ
申
事
無
用
ニ

申
、
愛
元
日
用
人
足
を
以
仕
候
へ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
利
勝

の
意
見
を
う
か
が
お
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
「
仁
兵
衛
」
が
病
に
よ
り
熱

海
へ
湯
治
に
出
か
け
て
不
在
の
た
め
別
人
を
通
し
て
利
勝
に
申
し
入
れ

た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
日
付
の
う
え
で
も
、
こ
の
七
月
七
日
付

書
状
は
六
月
二
十
四
日
付
書
状
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
七
月
七
日
付

書
状
に
盛
場
す
る
「
仁
兵
衛
」
は
六
月
二
十
四
日
害
状
の
差
出
者
大
野

仁
兵
衛
当
人
で
あ
る
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

つ
ま
り
、
七
月
七
日
付
の
書
状
が
信
太
か
ら
政
景
・
宣
忠
に
出
さ
れ

た
と
き
、
六
月
二
十
四
付
大
野
仁
兵
衛
書
状
が
一
緒
に
添
え
ら
れ
、
そ

の
結
果
小
場
家
に
信
太
宛
の
書
状
が
伝
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ

る。
い
ま
ひ
と
つ
の
例
は
、
寛
永
八
年
に
推
定
さ
れ
る
二
月
十
七
日
付
神

尾
元
勝
書
状
（
二
七
号
）
で
あ
る
。
元
勝
は
幕
府
御
使
番
で
あ
り
、
こ

の
と
き
信
太
兵
部
少
輔
に
対
し
、
家
光
が
川
越
で
発
病
し
た
こ
と
に
対
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す
る
諸
大
名
の
見
舞
は
不
要
で
あ
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が

秋
田
に
報
じ
ら
れ
た
の
は
三
月
八
日
で
あ
っ
た
。
「
梅
津
政
景
日
記
』

同
日
条
に
よ
る
と
、
三
月
二
日
付
で
江
戸
の
佐
竹
義
隆
か
ら
家
光
病
気

を
知
ら
せ
る
書
状
が
曲
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き
こ
れ
を
取
り
次
い
だ

の
が
、
秋
田
に
あ
っ
た
宣
忠
で
あ
っ
た
。
義
隆
の
書
状
に
信
太
宛
の
元

勝
書
状
も
添
え
ら
れ
て
秋
田
へ
到
来
し
、
そ
の
ま
ま
宣
忠
の
手
も
と
に

留
め
ら
れ
た
と
推
測
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

宣
忠
以
外
の
人
物
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
た
め
小
場
家
か
ら
切
り
離
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
た
書
状
が
ほ
か
に
三
通
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
右
の
二

例
よ
う
に
提
出
さ
れ
た
小
場
家
の
文
書
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
痕
跡
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
様
の
事
情
で
宣
忠
の
も
と
に
送
ら

れ
た
可
能
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。

秋
田
藩
の
修
史
事
業
に
お
け
る
H

名
宛
人
主
義
H

と
も
言
う
べ
き
文

書
帰
属
の
判
断
は
、
現
在
の
史
料
学
の
進
展
に
よ
り
理
解
が
深
ま
っ
た

文
書
伝
来
の
考
え
方
に
時
と
し
て
混
乱
を
生
じ
き
せ
る
も
の
で
注
意
が

必
要
だ
が
、
小
場
家
の
文
書
群
の
ば
あ
い
、
た
ま
た
ま
提
出
時
の
目
録

（
古
書
目
録
）
と
原
本
が
そ
の
ま
ま
返
さ
れ
ず
に
藩
に
留
め
ら
れ
た
た

め
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
が
わ
か
っ
た
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

さ
て
、
小
場
家
か
ら
切
り
離
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
文
書
は
、
「
家

蔵
」
に
は
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
『
御
文
書
」
の
な
か
に
は

写
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
小
場
家
伝
来
文
書
の
あ
っ
か
わ
れ
方
は
、
右
に

述
べ
た
よ
う
に
秋
田
藩
の
修
史
事
業
を
考
え
る
う
え
で
の
重
要
な
材
料

で
あ
る
と
と
も
に
、
『
家
蔵
」
と
「
御
文
書
」
の
史
料
的
性
格
や
成
立

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
好
材
料
と
も
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
当
面
鈴
木
満
氏
の
研
究
を
参
照
さ
れ
た
同
o

第
二
点
・
第
三
点
に
つ
い
て
、
目
録
提
出
時
に
原
本
が
添
え
ら
れ
、

そ
の
ま
ま
返
却
さ
れ
ず
に
藩
に
留
め
お
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ

る
い
は
文
書
は
い
っ
た
ん
小
場
家
に
返
却
さ
れ
、
そ
の
後
何
ら
か
の
過

程
で
ふ
た
た
び
藩
（
も
し
く
は
秋
田
県
）
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

宝
永
田
録
で
は
吟
味
後
「
本
書
」
（
原
本
の
こ
と
）
は
返
却
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
前
述
の
よ
う
に
小
場
宣
忠
宛
以
外
の
文
書
は
他
家

へ
移
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
寛
政
三
年
時
艇
で
点
数

の
点
検
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
た
だ
し
一
通
所
在
不
明
）
、
後
述
す

る
天
保
年
間
の
蔵
書
目
録
作
成
時
点
で
朱
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
小
場
家
分
・
他
家
分
い
ず
れ
も
が
返
却
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
藩
に

留
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
ら
小
場
家
の
文
書
原
本
が
含
ま
れ
て
い
る
公
文
書
館
佐
竹
文
庫

は
佐
竹
宗
家
の
伝
来
史
料
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
十
六
）
に

秋
田
市
内
の
佐
竹
家
別
邸
に
保
管
さ
れ
て
い
た
史
料
が
秋
田
県
立
秋
田

図
書
館
に
譲
渡
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
右
の
推
測

を
裏
づ
け
る
。

い
ま
述
べ
た
こ
と
と
関
係
す
る
が
、
第
四
点
に
て
触
れ
た
「
七
ノ
義
」

「
義
」
「
仁
」
と
い
っ
た
朱
筆
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
藩
の

記
録
（
御
文
書
）
方
に
お
い
て
編
ま
れ
た
蔵
書
目
録
『
御
蔵
書
目
録
』
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乾
・
坤
二
冊
（
公
文
書
館
所
蔵
、
整
理
番
号
A
O
O
二
九
｜
一
！
こ

の
分
類
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
対
応
す
る
『
御
蔵
書
目
録
』
乾

の
「
七
之
内
義
部
」
に
は
、
「
一
、
古
書
二
十
九
通
一
袋
、
外
ニ
目

録
一
通
小
場
源
左
衛
門
所
蔵
」
と
あ
り
、
こ
の
と
き
確
認
さ
れ
た
文
書
・

古
書
目
録
に
「
七
ノ
義
」
も
し
く
は
「
義
」
と
朱
書
が
加
え
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
の
天
保
三
年
時
点
で
二
十
九
通
と
一
通
落
ち
て
い
る
。
脱
落
し
た

一
通
は
、
唯
一
「
仁
」
と
朱
書
の
あ
る
二
月
二
十
九
日
付
窓
忠
書
状
（
家

蔵
文
書
十
九
｜
四
号
）
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。
お
な
じ
く
『
御
蔵
書
目

録
」
乾
の
「
七
之
内
仁
部
」
に
「
梅
津
半
右
衛
門
よ
り
小
場
源
左
衛

門
江
遺
書
一
通
」
と
あ
る
も
の
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
寛
政
三
年

段
階
で
紛
失
と
あ
る
一
通
も
お
な
じ
文
書
だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
小
場
家
提
出
文
書
・
目
録
は
宝
永
以
来
一
袋
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
た
も
の
の
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
一
通
だ
け
袋
か
ら
脱
落
し
、
寛

政
三
年
の
点
検
で
は
紛
失
し
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ

、q
l
o古
書
目
録
に
記
載
が
あ
る
三
十
通
の
う
ち
現
在
原
本
が
確
認
で
き
な

い
も
の
は
十
一
通
あ
る
。
う
ち
三
通
は
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
）
に
原

本
か
ら
影
写
さ
れ
、
史
料
編
纂
所
影
写
本
『
佐
竹
文
書
』
十
に
収
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
は
佐
竹
家
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
そ
の
後
秋
田
図
書
館
に
譲
渡
さ
れ
る
一
九
五
一
年
ま
で

に
散
逸
し
た
。
ま
た
そ
の
他
人
通
に
つ
い
て
は
影
写
も
な
さ
れ
て
お
ら

ず
、
一
九
三
三
年
段
階
で
す
で
に
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。

第
五
点
に
つ
い
て
、
公
文
書
館
佐
竹
文
庫
に
は
、
い
ず
れ
も
寛
永
三

年
と
推
定
さ
れ
る
七
月
二
十
三
日
付
・
十
一
月
二
十
日
付
の
宣
忠
宛
義

宣
書
状
写
、
正
月
二
十
二
日
付
・
三
月
二
十
九
日
付
の
宣
忠
宛
義
隆
書

状
写
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
四
通
と
も
原
本
に
忠
実
に
筆
写
作
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
目
録
に
記
載
が
な
く
、
当
然
『
家
蔵
』
な
ど

に
も
未
収
録
で
あ
る
。
宝
永
目
録
に
「
外
ニ
写
四
通
、
注
文
ニ
ナ
シ
」

と
あ
る
も
の
に
該
当
す
る
の
だ
ろ
う
。
目
録
に
記
載
さ
れ
た
の
は
正
文

の
み
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
写
し
四
通
も
添
え
ら
れ
て
提
出
さ
れ
た
が
、

『
家
蔵
』
に
は
採
録
さ
れ
ず
、
文
書
自
体
も
正
文
が
入
れ
ら
れ
た
袋
に

一
緒
に
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
由
来
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た。
な
お
、
史
料
編
纂
所
影
写
本
『
奈
良
文
書
」
（
秋
田
県
南
秋
田
郡
金

足
村
奈
良
茂
氏
所
蔵
、
一
八
九
九
年
影
写
）
中
に
も
、
宣
忠
宛
義
宣
書

状
三
通
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
六
月
二
十
九
日
付
・
九
月
十
七
日
付
・

霜
月
十
七
日
付
、
い
ず
れ
も
小
場
源
左
衛
門
宛
の
折
紙
）
。
影
写
の
も

と
と
な
っ
た
文
書
が
原
本
な
の
か
写
し
な
の
か
、
影
写
本
だ
け
か
ら
は

判
断
し
か
ね
る
が
、
こ
れ
ら
も
ま
た
古
書
目
録
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な

い
小
場
家
旧
蔵
文
書
で
あ
る
。
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原 本 影写本 朱書 形態

佐竹文書

AS312-I-8 仁 継紙

AS312-1-5 義 継紙

佐竹文書（原） 継紙

AS312-1-3 義 継紙

AS312-1-4 義 継紙

AS312-1-6 義 継紙

AS312-1-9 義 継紙

AS312-1-10 義 継紙

AS312-1-2 義 継紙

AS312-1-7 義 継紙

AS312-1-l 義 継紙

AS312-1-14 義 継紙

AS312-1-12 義 折紙

AS312-I-13 義 折紙

AS312-1-ll 義 折紙

AS312-I-15 義 折紙

佐竹文書（原） 継紙

佐竹文書（原） 継紙

AS312-36 佐竹文書 七ノ義 継紙

AS312-37-1 佐竹文書 七ノ義 竪紙

AS312-37-2 佐竹文書 七ノ義 竪紙

AS312-142 佐竹文書 義 竪紙

AS310-176 横帳

AS310-177-1 折紙

AS310-177-2 折紙

AS310-177-3 折紙

A
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付表小場源左衛門提出文書

目 文 書 名 宛 名 日 付 家蔵

1 
① 
佐竹義宣書状 小場源左衛門（宜忠） （寛永3カ） 8月12日 19-1 

2 佐竹義宣書状 小場源左衛門（宣忠） （寛永3)6月23日 19-2 

3 ② 佐竹義隆書状 梅津半右衛門（掻忠） （寛永4カ） 2月20日 御三

4 梅津愈忠書状 小場源左衛門（宜忠） （寛永6)2月29日 19-4 

5 梅滞患忠書状 小場小伝次（宣忠） （元和9)7月7日 19-5 

6 梅津鑑忠書状 小場小伝次（宣忠） （元和9)5月3日 19-6 

7 梅津患忠書状 小場源左衛門（宜忠） （寛永4）極月15日 19-7 

8 梅樟患忠書状 小場源左衛門（宜忠） （寛永2)6月8日 19-8 

9 梅津憲忠書状 小場源左衛門（宣忠） （寛永2)6月27日 19-9 

10 梅津悲忠書状 小場小伝次（宣忠） （元和9）卯月15日 19-10 

11 梅i掌患忠書状 小場小伝次（宣忠） （元和9）卯月28日 19-11 

12 ③ 梅津憲忠書状 小場小伝次（宣忠） （元和9)5月7日 19-12 

13 梅津愈忠書状 小場源左衛門（宣忠） （寛永2)5月15日 19-13 

14 梅i掌愈忠書状 小場小伝次（宣忠） （元和9）卯月19日 19-14 

15 梅津患忠書状 小場小伝次（宣忠） （元和9)8月13日 19-15 

16 梅津悲忠骨状 小場源左衛門（宣忠） （寛永4）極月 9日 19-16 

17 梅津鑑忠書状 小場源左衛門（宣忠） （寛永6カ）霜月28日 19-17 

18 梅津患忠書状 小源左（小場宣忠） （寛永3)10月9日 19-18 

19 梅津憲忠書状 小源左（小場宣忠） （寛永3)5月19日 19-19 

20 梅津憲忠書状 小源左（小場宣忠） （寛永3)9月12日 19-20 

21 ④ 梅津廉忠書状 小場小伝次（宣忠） （元和8)9月12日 19-24 

22 ⑤ 梅津政景書状 小場源左衛門（宣忠） （寛永8)8月14日 19-25 

23 健太兵部少輔書状 小場源左衛門・梅搾主馬 （寛永6カ） 7月7日 19-21 

24 ⑥ 信太兵部少輔書状 小場甑左衛門・梅搾主馬 （寛永8年） 8月3日 19-22 

25 信太兵部少輔書状 小場源左衛門（宣忠） （寛永8年）10月5日 19-23 

26 ⑦ 岡忠政・菅谷元成連署書状 梅樟半右衛門（憲忠） （寛永6)1月4日 御三

27 
③ 
神尾元勝書状 信太兵部少 （寛永8)2月17日 御二

28 神尾元勝書状 信太兵部少 （寛永8)8月5日 御二

29 ⑨ 大野仁兵衛書状 信太兵部 （寛永6カ） 6月24日 御三

30 ⑩ 佐竹義宣提書 元和9年5月15日 19-3 

31 佐竹義宣書状写 小場源左衛門（宣忠） （寛永3)7月23日

32 
録外目
佐竹義宣書状写 小場源左衛門（宣忠） （寛永3カ）11月20日

33 佐竹義隆書状写 小場源左衛門（宣忠） （寛永8)1月22日

34 佐竹義隆書状写 小場源左衛門（宣忠） （寛永8カ） 3月29日

※「目Jの丸数字は、「小場源左衛門届書」（本文翻刻）と対応する。
※「家蔵jは『秋田藩家蔵文書jの場合冊次ー番号（秋田県公文書館編『秋田滞家蔵文書目
録』）、その他は御文書とその巻次。
※「原本Jは秋田県公文書館の整理番号。
※「影写本Jは東京大学史料編纂所架蔵影写本の所在。
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小
場
家
文
書
の
紹
介

以
下
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
元
禄
・
宝
永
の
修
史
事
業
の
お
り
小

場
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
と
先
に
推
測
し
た
三
十
四
通
の
文
書
で
あ
る
。

右
に
考
察
し
た
と
お
り
、
古
書
目
録
に
記
載
の
あ
る
原
本
三
十
通
、
お

よ
び
一
緒
に
提
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
写
し
四
通
で
あ
る
。
原
本
（
も

し
く
は
そ
の
影
写
本
）
が
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
拠
り
、
そ
の
ほ
か
は
「
家

蔵
」
に
拠
っ
た
。
番
号
は
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
に
複
数
通
あ
る
ぱ
あ

い
は
『
家
蔵
』
も
し
く
は
公
文
書
館
の
整
理
番
号
に
し
た
が
っ
て
配
列

し
、
全
体
を
「
小
場

O
」
の
よ
う
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
翻
刻

に
あ
た
っ
て
は
、
極
口
九
三
氏
謄
写
に
か
か
る
『
秋
田
務
家
蔵
文
書
」

（
公
文
書
館
所
蔵
A
S
二
人

O
｜
一
一
ー
一

1
四
O
）
も
参
照
し
た
。
年

次
・
人
名
な
ど
の
注
記
に
つ
い
て
は
（
）
内
に
記
し
た
。
文
書
末
に

※
印
を
付
し
て
補
注
と
し
た
。
ま
た
『
佐
竹
義
宣
書
状
集
』
収
録
文
書

に
つ
い
て
触
れ
る
と
き
は
、
同
書
の
文
書
番
号
の
み
を
示
し
た
。

小
場
一
佐
竹
義
宣
害
状
（
「
家
蔵
」
一
）

金
銀
為
登
候
者
、
無
異
儀
参
着
候
、
荷
共
遺
候
問
、
一
所
ニ
可
指
置
候
、

鉄
砲
共
則
兵
具
奉
行
之
者
ニ
相
波
、
箱
δ
取
出
、
台
を
は
な
し
、
す
の

内
へ
も
ね
ち
の
内
へ
も
と
ろ
め
く
ほ
と
あ
ふ
ら
を
さ
＝
せ
可
申
候
、
惣

別
其
元
ニ
指
置
候
鉄
勉
共
、
台
と
鉄
砲
之
あ
わ
せ
め
さ
び
る
物
ニ
候

問
、
鉄
砲
の
あ
た
り
候
所
へ
ハ
、
台
木
へ
よ
く
あ
ぷ
ら
を
ぬ
り
候
様
ニ
、

兵
具
奉
行
之
者
ニ
可
申
付
候
、
従
江
戸
之
御
鷹
師
衆
下
、
上
下
候
時
、

於
秋
田
中
鉄
砲
、
っ
た
れ
候
事
可
有
之
候
、
人
を
相
付
遺
候
て
、
う
た
れ

候
ハ
＼
申
分
候
て
う
た
せ
申
問
敷
候
、
松
前
δ
の
ほ
ら
れ
候
時
ハ
、

し
れ
ま
し
く
候
問
、
か
ね
て
野
城
・
比
内
へ
申
付
、
さ
し
置
、
両
人
計

人
を
付
、
窪
田
迄
付
候
而
参
候
様
ニ
申
付
、
可
指
置
候
、
う
し
嶋
の
中

嶋
ニ
太
野
之
方
B
あ
り
き
候
み
ち
、
水
も
か
け
候
て
、
ほ
そ
く
候
閥
、

急
度
申
付
、
っ
か
せ
可
申
候
、
あ
と
／
＼
の
ミ
ち
ハ
、
ほ
そ
く
候
閥
、

ひ
ろ
げ
さ
せ
可
申
候
、
就
中
橋
の
弓
手
・
め
て
な
と
を
ひ
ろ
け
さ
せ
可

申
候
、
両
ニ
よ
し
か
小
し
ば
に
て
な
ミ
よ
け
を
可
致
候
、
そ
れ
も
水
の

ふ
か
き
所
ニ
計
可
致
候
、
中
嶋
へ
っ
き
候
て
ハ
、
ミ
ち
の
ひ
ろ
さ
も
今

の
分
が
よ
く
候
問
、
少
そ
こ
ね
め
計
直
し
可
申
候
、
窪
田
通
町
之
橋
か

け
な
を
さ
せ
可
申
候
、
は
ね
ば
し
ニ
か
け
さ
せ
可
申
候
、
下
の
橋
の
こ

と
く
ニ
可
仕
候
、
余
不
入
所
へ
い
つ
も
手
聞
を
入
、
上
ぷ
過
候
閥
、
手

か
る
く
、
手
間
の
不
入
様
ニ
可
申
付
候
、
就
中
手
き
ハ
な
と
ハ
不
入
事

ニ
而
候
、
江
戸
之
御
鵬
師
登
之
時
、
何
も
何
れ
も
せ
う
を
く
れ
ら
れ
候
、

A

書
目
担
）

当
年
も
く
れ
ら
れ
候
ハ
＼
請
取
候
様
ニ
柄
沢
ニ
可
申
付
候
、
い
つ
も

の
こ
と
く
銀
を
十
枚
宛
返
礼
ニ
可
遺
候
、
併
あ
わ
ひ
の
わ
ろ
き
騰
な
ら

は
、
請
取
ま
し
く
候
、
謹
言
、

八
月
十
二
日
（
寛
永
三
年
カ
）

小
場
源
左
衛
門
殿

義
宣
（
花
押
影
）
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小
場
ニ
佐
竹
義
宣
害
状
（
『
家
蔵
』
ニ
）

尚
々
、
野
城
へ
申
付
候
而
、
は
？
の
ひ
ろ
さ
六
尺
五
寸
あ
る
板
を
、

あ
っ
さ
三
寸
ニ
成
共
、
四
寸
ニ
成
と
も
、
と
ら
せ
候
て
、
可
差
置

候
、
夏
山
ニ
取
候
様
ニ
可
申
付
候
、
長
サ
ハ
七
尺
、
数
ハ
百
枚
可

申
付
候
、
ひ
わ
れ
き
る
様
ニ
い
た
し
、
さ
し
置
候
様
ニ
可
申
付
候
、

又
よ
く
ひ
候
様
ニ
お
か
せ
へ
く
候
、
土
な
と
ニ
付
候
て
置
候
へ

ハ
、
な
ま
板
ニ
な
り
候
閥
、
板
ハ
よ
く
ひ
候
て
、
わ
れ
き
る
様
ニ

可
仕
候
、
以
上
、

（持忠）

歩
走
ニ
上
候
者
不
入
候
問
、
返
し
候
、
大
御
所
様
去
廿
日
ニ
御
京
着

被
成
候
、
手
前
ニ
者
十
九
日
ニ
御
先
へ
京
着
候
、
愛
元
相
替
事
無
之
候
、

行
幸
可
被
成
霞
御
用
意
迄
に
て
候
、
鶴
賀
δ
舟
ニ
て
茶
つ
ほ
下
り
候

ハ
＼
三
が
い
の
北
ノ
座
敷
ニ
真
中
ニ
可
指
置
候
、
又
茶
小
道
具
共
遣

候
も
、
三
か
い
の
二
か
い
ニ
上
候
て
、
中
ニ
可
指
置
候
、
た
＝
ミ
の
お

も
て
ハ
何
方
ニ
成
共
、
も
り
の
か
＝
ら
さ
る
所
ニ
、
念
を
入
指
置
可
申

候
、
た
、
ミ
の
下
さ
し
を
弐
百
帖
為
致
候
て
、
可
指
置
候
、
不
断
居
候

座
敷
の
た
＝
ミ
な
と
δ
ハ
念
を
入
、
猶
能
致
候
様
ニ
可
申
付
候
、
霜
月

前
ニ
出
来
候
様
ニ
可
申
付
候
、
松
前
へ
之
鷹
師
江
戸
之
御
騰
師
衆
下
之

時
分
指
添
候
而
、
可
遺
候
、
松
前

B
来
候
騰
を
ハ
、
壱
つ
も
当
年
者
江

戸
へ
為
登
ま
し
く
候
問
、
念
を
入
其
元
ニ
指
置
候
様
に
、
桐
沢
ニ
可
申

付
候
、
ま
た
当
年
ハ
節
が
越
候
て
、
騰
も
は
や
く
可
遺
候
問
、
秋
田
仙

北
ニ
而
ま
ち
候
鷹
ま
ち
共
ニ
申
付
、
当
年
ハ
毎
年
δ
は
や
く
騰
を
稼
候

様
ニ
可
申
付
候
、
は
い
鷹
な
と
ハ
尚
は
や
く
可
遺
候
問
、
油
断
致
問
敷

由
可
申
付
候
、
ひ
が
ん
の
前
δ
可
為
稼
候
、
謹
言
、

六

月

廿

三

日

（

寛

永

三

年

）

同

前

小
場
源
左
衛
門
殿

小
場
三
佐
竹
義
隆
害
状
（
『
御
文
書
』
巻
三
）

（

忠

世

｝

（

信

太

｝

尚
々
、
酒
井
雅
楽
殿
御
老
母
遠
行
、
兵
部
可
申
上
候
、
以
上
、

此
中
其
辺
御
左
右
其
問
え
無
之
候
、
重
而
雪
も
消
、
御
機
嫌
能
毎
日
御

（
義
官
僚
笠
舟
院
）

鷹
野
令
推
量
候
、
御
次
之
時
分
可
然
様
可
申
上
候
、
芳
寿
院
様
一
段

｛
旋
風
｝

御
達
者
御
座
被
成
候
、
将
又
相
馬
長
門
殿
諸
大
夫
被
仰
付
候
、
殊
外
満

足
被
成
候
、
先
立
使
之
棚
失
念
候
て
不
申
上
候
、
能
様
相
心
得
尤
候
、

恐
々
謹
言
、
一
一
月
廿
日
（
寛
永
四
年
カ
）
義
隆
（
花
押
影
）

梅
津
半
右
衛
門
殿

※
相
馬
義
胤
の
従
五
位
下
長
門
守
補
任
は
寛
永
三
年
十
月
三
日
（
寛
政

譜）。

-27-

小
場
四
梅
津
憲
忠
害
状
（
》

g－N
I
－
－
∞
／
『
家
蔵
』
四
）

（
端
裏
朱
書
）
『
仁
」

返
々
、
石
御
渡
候
衆
ヘ
之
御
状
、
早
々
被
遺
之
様
ニ
可
被
仰
上
候
、

石
之
わ
た
り
申
さ
ぬ
き
き
に
仕
度
候
問
、
此
飛
脚
ハ
草
臥
、
を
そ

く
可
有
御
座
候
条
、
其
元

B
ノ
御
飛
脚
ニ
早
々
可
被
下
候
、

｛
土
井
利
勝
｝
｛
永
井
尚
政
｝

一
、
大
炊
殿
・
信
濃
殿
御
請
取
候
西
丸
ノ
小
口
、
ま
す
か
た
な
と
ハ
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出
来
申
候
由
申
候
へ
と
も
、
其
外
ハ
今
少
出
来
不
申
候
由
申
候
、

雅
楽
殿
な
と
ハ
只
今
石
を
よ
せ
さ
れ
候
由
申
候
、

｛
家
光
）

一
、
大
炊
殿
将
軍
様

B
あ
ふ
ら
か
た
つ
き
と
申
候
を
御
拝
領
之

由
、
青
山
善
右
衛
門
申
候
、
就
其
四
月
中
ニ
御
成
を
被
成
度
と
て
、

｛
正
問
）

只
今
御
成
書
院
被
仰
付
候
由
申
候
、
此
か
た
つ
き
ハ
福
嶋
大
夫
殿

B
あ
か
り
申
た
る
御
茶
入
之
由
候
、
以
上
、

｛
氏
儲
｝

昨
廿
八
日
晩
、
森
川
金
右
衛
門
殿
へ
参
候
ヘ
ハ
、
内
々
被
為
仰
聞
候

分
者
、
今
度
石
御
渡
し
被
成
候
御
奉
行
被
仰
付
候
、
然
者
年
来
被
懸

御
目
候
儀
候
問
、
少
も
無
御
如
在
旨
被
仰
候
、
就
其
御
同
役
之
衆
数

｛
画

Emv

多
御
座
候
、
先
達
而
久
永
源
兵
衛
殿
・
森
川
金
右
衛
門
殿
之
儀
者
、

｛

菅

谷

｝

【

岡

｝

｛

m保｝

兵
部
少
・
隼
人
・
三
郎
兵
衛
承
届
、
申
上
候
、
其
外
駒
井
次
郎
左
衛

【

政

長

）

〔

盛

岡

崎

｝

A

広
省
V

門
殿
・
池
田
図
書
殿
・
天
野
麦
右
衛
門
殿
・
石
野
六
左
衛
門
殿
・
小

（
小
俣
政
利
V

又
吉
左
衛
門
殿
、
此
衆
御
同
前
ニ
候
、
左
候
ヘ
ハ
、

A

徳
川
忠
良
V

駿
河
大
納
言
様
を
始
申
、
い
つ
れ
δ
之
御
状
・
御
音
信
物
共
御
座
候

【
採
川
．
僻
｝

閥
、
秋
田

B
も
被
遺
候
て
、
可
然
候
由
被
仰
候
、
金
右
衛
門
殿
も
御

同
役
ニ
候
閥
、
被
仰
に
く
き
事
に
て
候
へ
共
、
金
右
衛
門
殿
者
数
年

被
懸
御
目
候
閥
、
内
々
為
御
心
得
知
此
候
、

｛
徳
川
縫
覧
】

A

徳
川
観
賞
｝

尤
尾
州
・
紀
州
両
大
納
言
様
、
駿
河
様
な
と
δ
被
下
候
物
ハ
、
返
進

仕
候
事
不
罷
成
候
条
、
致
拝
領
、
其
外

B
被
下
候
を
ハ
、
無
残
返
進

被
成
候
、
弥
下
奉
行
衆
δ
ハ
肴
に
て
も
御
請
取
候
ハ
す
候
問
、
被
懸

御
目
候
と
て
も
、
義
宣
様

B
被
下
候
物
も
罷
請
候
儀
に
て
無
之
候
、

御
同
役
ニ
ハ
候
へ
共
、
其
外
之
御
身
上
不
屑
之
御
方
ハ
、
う
け
さ
せ

ら
れ
候
と
見
え
候
問
、
御
小
袖
を
被
遺
候
而
能
候
ハ
ん
や
、
数
之
儀

を
も
被
仰
候
条
、
別
帯
ニ
書
付
仕
候
、
可
被
入
御
披
見
候
、
秋
田
へ

申
遣
候
て
ハ
遅
々
可
申
候
問
、
御
状
無
之
候
共
、
御
小
袖
用
意
仕
、

持
参
可
申
候
哉
と
尋
申
候
ヘ
ハ
、
そ
れ
ハ
三
大
納
言
様
な
と

δ
も

い
つ
れ
へ
も
御
状
被
差
添
候
条
、
御
状
を
不
被
遺
候
ハ
＼
何
と
か

候
ハ
ん
や
、
ち
と
を
そ
く
候
て
も
不
苦
候
閥
、
御
状
被
遺
候
様
ニ
・
申

（
久
永
S
B｝

上
候
へ
、
其
間
之
儀
者
、
石
御
渡
し
候
ハ
＼
金
右
衛
門
殿
・
源
兵

衛
殿
両
人
計
、
義
宣
様
ニ
ハ
御
存
知
に
て
、
其
外
之
衆
御
同
前
之
儀

者
無
御
存
知
候
閥
、
書
状
に
で
も
不
参
候
と
、
私
に
も
申
候
へ
、
金

右
衛
門
殿
ニ
も
さ
や
う
ニ
可
被
仰
候
曲
、
御
内
談
に
て
候
、
此
内
兼

而
御
存
知
之
衆
御
座
候
哉
、
無
御
存
知
候
共
、
其
御
文
言
に
て
被
遺

候
様
ニ
可
被
仰
上
候
、
尚
又
御
身
上
承
届
、
そ
れ
／
＼
に
し
た
＝
め

可
申
候
問
、
御
判
帯
計
も
可
被
遺
候
、

｛
忠
湿
｝

一
、
加
々
爪
民
部
殿
御
普
請
ニ
付
、
御
よ
こ
め
の
由
、
先
達
き
か
せ
ら

れ
候
て
、
私
罷
上
ニ
、
綿
五
十
把
可
被
遣
と
御
意
ニ
而
、
御
判
帯

持
参
申
候
、
左
様
ニ
候
へ
共
、
愛
元
に
て
能
承
候
ヘ
ハ
、
御
普
請
ニ

ハ
御
か
ま
ひ
無
御
座
由
候
問
、
御
音
信
物
も
御
状
も
ひ
か
へ
申
候

A

個
々
爪
息
遣
｝

て
、
私
事
も
子
今
民
部
殿
へ
参
不
申
候
、
御
上
下
ニ
御
音
信
被
遺
候

問
、
今
度
者
入
申
間
敷
候
と
奉
存
候
、
但
き
ゃ
う
ニ
候
共
、
可
被
遺

候
哉
、
被
得
御
意
、
可
被
仰
遺
候
、

一
、
久
永
源
兵
衛
殿
ヘ
ハ
、
御
判
需
御
座
候
を
、
御
状
相
し
た
＝
め
、

石
之
わ
た
り
不
申
候
以
前
ニ
参
候
て
、
可
然
候
由
被
仰
候
問
、
御
小

- 28一
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袖
五
つ
と
御
状
ニ
さ
し
そ
へ
、
今
日
可
参
と
奉
存
候
、
い
つ
れ
も
金

銀
ハ
必
々
不
入
御
事
之
由
に
て
候
、
金
右
衛
門
殿
御
一
人
ニ
候

ハ
＼
い
か
や
う
に
も
御
馳
走
御
申
被
成
度
と
、
内
々
思
召
候
へ
共
、

わ
き
／
＼
へ
是
非
之
儀
無
御
座
候
得
者
、
御
壱
人
に
て
ハ
な
さ
れ
に

く
き
と
見
え
申
候
、
其
上
石
御
渡
し
被
成
候
衆
、
何
か
と
候
ヘ
ハ
石

な
と
も
し
か
と
不
申
、
又
わ
た
り
か
ね
候
と
見
え
申
候
、
就
其
大

納
言
様
た
ち
さ
へ
き
を
と
ら
せ
ら
れ
候
と
見
え
申
候
、
金
銀
之
入
申

δ
も
あ
ま
た
の
き
を
取
申
候
事
ニ
、
手
間
入
さ
う
ニ
御
座
候
、
然
者

大
炊
殿
な
と
き
へ
御
普
請
奉
行
衆
御
ふ
る
舞
色
々
御
馳
走
之
体
之

由
、
及
承
候
、
其
外
之
衆
ハ
是
に
て
御
推
量
可
被
成
置
候
、

｛
利
正
｝

て
嶋
田
弾
正
殿
へ
二
三
度
参
候
へ
共
、
不
懸
御
自
候
問
、
又
一
昨
廿

七
日
朝
ニ
参
候
へ
ハ
、
ゃ
う
／
＼
あ
は
せ
ら
れ
候
鉢
ニ
御
座
候
、
御

普
請
ニ
付
、
用
所
候
ハ
、
申
候
へ
と
ハ
被
仰
候
へ
共
、
あ
ハ
せ
ら
れ

候
事
無
御
座
候
問
、
談
合
仕
候
事
も
不
罷
成
候
、
御
人
足
無
残
廿
四

【
秀
也
・
家
光
｝

日
ニ
参
着
仕
候
由
申
候
へ
ハ
、
私
を
昨
廿
八
日
か
来
朔
日
ニ
両
上

様
御
目
見
仕
候
へ
と
被
仰
候
、
昨
日
廿
八
日
ニ
ハ
、
将
軍
様
少
御

虫
気
ニ
御
座
候
閥
、
諸
大
名
衆
御
礼
相
止
申
候
故
、
私
儀
も
不
罷
出

候
、
来
朔
日
御
礼
御
座
候
ハ
＼
其
時
罷
出
候
へ
と
被
仰
候
、

（
忠
利
V

一
、
細
川
越
中
殿
へ
白
鳥
弐
つ
・
さ
け
の
筋
子
百
筋
持
参
仕
候
、
御
返

事
参
候
問
、
上
申
候
、
私
参
候
日
者
、
連
歌
御
座
候
由
候
問
、
不
懸

御
目
罷
帰
候
、
其
晩
御
使
被
下
候
つ
る
、

一
、
御
普
請
方
々
小
口
を
一
度
ニ
被
仰
付
候
ハ
＼
内
へ
の
出
入
と

ま
り
可
申
候
閥
、
廿
日
舟
日
ほ
と
つ
＝
ハ
、
た
ん
／
＼
に
次
第
可
有

御
座
候
か
と
申
唱
御
座
候
、
就
其
御
人
足
参
候
通
を
、
則
嶋
田
弾
正

殿
ま
て
申
渡
候
へ
共
、
尚
又
き
ゃ
う
の
た
め
と
存
、
大
炊
殿
へ
も
今

A

定

勝

｝

（

伊

逮

）

日
申
候
ハ
ん
と
奉
存
候
、
上
杉
弾
正
殿
・
政
宗
之
御
人
足
ハ
子
今
一

人
も
参
不
申
候
由
候
問
、
自
然
右
之
通
ニ
次
／
＼
に
罷
成
候
共
、
先

御
人
足
は
や
く
参
次
第
ニ
、
石
を
も
御
渡
し
可
被
成
か
と
奉
存
候
、

哀
さ
や
う
ニ
罷
成
、
早
々
隙
明
申
、
罷
下
度
候
、
又
申
唱
之
分
者
、

伊
豆
δ
石
出
か
ね
申
候
問
、
一
度
ニ
皆
々
へ
御
渡
し
候
石
無
御
座
候

問
、
一
小
口
つ
＝
石
之
参
次
第
二
御
座
候
な
と
、
も
申
め
く
り
候
、

か
ね
て
御
つ
も
り
よ
り
お
ほ
く
石
入
申
候
と
見
え
申
候
而
、
ふ
る
石

之
分
者
は
や
無
御
座
候
由
申
候
、
伊
豆
占
参
候
石
を
御
ま
ち
候
て
、

御
渡
候
由
、
金
右
衛
門
殿
ニ
も
御
物
語
候
、
此
中
者
天
気
悪
候
閥
、

日
和
し
か
と
不
申
候
而
、
遅
々
申
と
見
え
申
候
、
右
之
通
可
有
御
披

露
候
、
恐
々
謹
言
、

nu 

二
月
廿
九
日
（
寛
永
六
年
）

小
場
源
左
衛
門
殿

梅
樟
半
右
衛
門

憲
（
花
押
）

（》
ωω
－M
I
－
－
印
／
『
家
蔵
』
五
）

小
場
五
締
津
憲
忠
害
状

（
端
裏
朱
書
）
『
義
』

｛
有
賜
盛
氏
｝
｛
蕃
）

返
々
、
あ
り
ま
玄
番
殿
内
衆
之
た
か
ノ
鈴
・
同
す
h

い
た
さ
し
上

可
申
由
被
仰
遺
候
閥
、
上
申
候
、
は
や
ふ
さ
ハ
と
や
を
か
ひ
申
候
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へ
と
申
付
候
、
彼
鷹
御
ほ
こ
参
候
、
日
ハ
五
月
七
日
ニ
而
御
座
候
、

と
ひ
根
村
之
百
姓
大
白
鴨
を
取
候
を
見
合
候
而
、
取
申
候
曲
、
其

も
の
申
分
ハ
、
六
日
ニ
取
申
之
由
候
、
し
＝
さ
ん
／
＼
を
ち
申
候

而
、
参
申
候
、
以
上

一
書
奉
啓
上
候
、
銀
子
御
用
之
曲
、
被
仰
遺
候
閥
、
今
日
七
日
、

百
五
拾
貫
目
指
上
申
候
、

一
、
飯
塚
伝
右
衛
門
・
小
田
部
金
蔵
、
又
愛
許

B
罷
上
候
飛
脚
、
右
三

人
当
三
日
ニ
下
着
仕
、
御
香
共
致
頂
戴
候
、

一
、
下
賀
茂
ニ
御
座
成
候
曲
、
地
形
一
段
之
所
ニ
而
御
座
候
而
、
日

野
ニ
御
座
被
成
候
た
る
よ
り
ハ
御
慰
も
可
有
御
座
と
奉
存
候
、

一
、
御
広
間
ニ
か
＝
り
申
候
御
鑓
之
事
、
畏
奉
存
候
、
も
と
の
こ
と
く

柄
口
を
朱
ニ
ぬ
り
直
し
可
申
候
、
御
鎚
を
も
と
か
せ
申
候
而
、
さ
し

置
可
申
候
、

一
、
御
兵
具
共
ハ
、
去
月
ノ
始
δ
申
付
候
て
、
さ
ひ
を
も
と
ら
せ
申
候

ハ
、
て
つ
ほ
う
共
も
普
兵
衛
・
金
丞
罷
出
、
日
々
ぬ
く
い
候
て
、
あ

ふ
ら
を
さ
し
置
申
候
、
奉
行
を
差
添
、
念
を
入
申
付
候
、

一
、
当
年
者
巣
子
以
上
三
巣
参
候
、
こ
の
り
弐
つ
御
座
候
か
、
則
を
ち

申
候
而
、
一
つ
も
無
之
候
、
御
は
い
た
か
も
四
つ
無
病
ニ
而
御
座
候

を
、
崩
御
J
h純
一
ザ
・
ゐ
郡
伊
門
・
品
川
郡
伊
門
ニ
預
ケ
、
す
へ
た
て

申
候
、
今
一
つ
は
い
た
か
御
座
候
へ
共
、
又
毛
を
仕
候
而
、
さ
し
置

申
候
、

一
、
御
台
所
は
や
ほ
こ
し
候
て
、
近
目
立
可
申
分
ニ
仕
候
、
地
形
之
儀

ハ
如
御
書
付
之
縄
は
り
可
仕
候
、
東
之
方
つ
ま
り
申
候
閥
、
御
鷹
屋

之
閥
漸
々
七
尺
計
も
可
有
御
座
か
と
存
候
、
罷
成
申
ほ
と
東
へ
ょ
せ

可
申
候
、

て
入
国
之
小
川
ニ
而
ま
す
の
う
を
見
付
候
由
申
候
問
、
私
所
へ
く
れ

申
候
、
物
語
ニ
ハ
承
候
得
共
、
見
申
た
る
事
ハ
初
に
て
御
座
候
、
余

お
ほ
き
に
て
候
閥
、
可
懸
御
目
ニ
と
存
、
さ
し
上
申
候
、
定
御
用
ニ

ハ
た
ち
申
間
敷
候
得
共
、
珍
物
ニ
御
座
候
問
、
如
此
候
、

て
小
野
崎
讃
岐
相
果
申
候
、
定
孫
三
可
申
上
候
、
扱
又
知
行
之
儀
ハ
、

二
番
目
ノ
甚
八
ニ
さ
ぬ
き
後
ハ
可
被
下
由
、
さ
ぬ
き
ニ
知
行
被
下
候

時
仰
出
ニ
而
候
つ
る
、
御
失
念
ニ
ハ
御
座
有
問
敷
候
得
共
、
被

仰
上
候
て
可
被
下
候
、

て
塙
正
吉
当
四
日
ニ
な
ら
山
川
ノ
川
口
ニ
而
、
何
と
仕
候
哉
、
越
申

候
と
て
お
し
な
か
さ
れ
、
死
申
候
、
子
共
ハ
無
之
候
、
弟
計
御
座
候

由
申
候
、
御
次
ニ
可
被
仰
上
候
、

て
銀
銭
之
事
被
仰
遺
候
、
畏
奉
存
候
、

一
、
去
月
十
七
日

B
廿
八
日
ま
て
日
々
雨
ふ
り
申
候
、
如
形
之
偽
ホ
ヰ
｝

御
座
候
、
築
地
破
目
折
角
築
立
申
候
ヘ
ハ
、
又
は
し
り
申
候
、

一
、
役
内
・
す
川
ノ
橋
出
来
申
候
、
今
度
之
供
水
ニ
も
流
不
申
由
申

候
、
役
内
川
之
橋
を
ハ
は
ね
橋
ニ
申
付
候
、
春
中
之
水
ニ
而
中
ニ
立

申
候
わ
く
を
し
な
か
し
申
候
問
、
中
／
＼
わ
く
た
て
ニ
ハ
罷
成
ま
し

き
由
申
候
問
、
わ
く
な
し
ニ
仕
候
故
か
、
今
度
之
大
水
ニ
も
こ
た
へ

申
候
、
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一
、
御
参
内
ハ
何
比
ニ
御
座
候
哉
、
早
々
被
明
御
隙
を
、
北
国
を
直

｛家光）

ニ
御
下
候
様
ニ
申
度
候
、
大
納
言
様
御
上
落
御
遅
々
ニ
付
て
、
此

方
ヘ
ハ
何
角
申
来
候
問
、
銀
子
上
候
事
遅
々
申
候
、
以
御
気
嫌
可
然

様
ニ
被
仰
上
、
可
被
下
候
、
恐
々
一
謹
言
、

七
月
七
日
（
元
和
九
年
）

小
場
小
伝
次
殿
人
々
御
中

梅
津
半
右
衛
門
尉

窓
（
花
押
）

小
場
六
梅
津
憲
忠
害
状
（
『
佐
竹
文
書
』
／
『
家
蔵
」
六
）

以
上
、

A

御
曾
三
七
号
）

去
月
廿
三
日
之
御
飛
脚
、
院
内
δ
町
送
ニ
而
一
昨
朔
日
巴
刻
、
参
着
、

御
書
三
通
頂
戴
仕
候
、

一
、
御
上
洛
今
月
末
ニ
可
有
御
座
ニ
付
而
、
重
而
被
召
寄
候
御
供
衆
、

廿
日
頃
ニ
江
戸
迄
参
着
候
様
ニ
可
申
付
旨
被
仰
下
候
、
窪
田
ノ
衆
ハ

過
半
廿
九
日
ニ
罷
立
候
而
、
院
内
迄
追
々
飛
脚
さ
し
越
申
候
而
、
御

書
通
為
申
開
候
、
定
而
人
馬
も
つ
か
れ
不
申
候
様
ニ
可
被
罷
上
候
、

一
、
廿
三
日
ニ
御
年
寄
衆
御
振
舞
、
御
機
嫌
能
御
婦
候
曲
、
御
肝
要
ニ

奉
存
候
、

一
、
大
納
言
様
へ
御
人
分
御
座
候
曲
、
御
目
出
度
御
事
候
、

一
、
上
方
へ
兵
根
越
申
候
儀
、
当
年
者
い
つ
か
た

B
も
船
一
一
般
も
不
参

候
、
能
登
八
郎
兵
衛
舟
、
酒
田
ニ
而
米
を
つ
ミ
申
た
る
と
申
候
へ
ハ
、

御
用
之
由
申
付
、
よ
ひ
ょ
せ
申
て
、
御
米
つ
ミ
申
候
、
順
風
無
御
座

候
閥
、
出
し
不
申
候
、

｛清之）

一
、
御
台
所
之
御
指
図
、
大
和
田
六
右
衛
門
ニ
被
遺
候
、
昨
二
日
之
晩

罷
着
候
、
御
意
之
通
畏
承
候
、

一
、
崩
目
再
興
之
事
、
先
度
御
番
付
被
遺
候
閥
、
其
外
ハ
申
付
問
敷
候
、

尚
又
今
度
御
人
数
罷
上
候
問
、
人
足
も
窪
田
ノ
百
石
取
よ
り
下
之
衆

ハ
か
り
の
分
ニ
御
座
候
而
、
そ
れ
に
て
そ
ろ
／
＼
夏
中
可
仕
候
、
御

中
城
の
か
た
の
大
崩
め
に
ハ
手
を
付
申
問
敷
候
、
西
ノ
方
ノ
御
長
屋

之
下
な
と
を
土
を
と
り
の
け
さ
せ
申
候
、
天
気
次
第
ニ
築
立
可
申

候、
一
、
御
巣
鷹
之
事
、
畏
奉
存
候
、
御
は
い
鷹
ハ
か
り
御
城
ニ
ハ
つ
な

か
せ
可
申
候
、
こ
の
り
ハ
遺
候
衆
へ
出
し
申
候
て
、
っ
か
ハ
せ
可
申

旨
、
畏
奉
存
候
、

｛修

F
政
景
）

一
、
主
馬
阿
仁

B
罷
帰
、
今
日
罷
上
申
候
、
山
々
様
子
可
申
上
候
、

一
、
酒
田
・
本
城
い
つ
れ
も
沖
ノ
口
役
あ
か
り
申
候
由
侯
問
、
湊
ノ
舟

ノ
出
入
役
も
あ
け
申
候
、

一
、
太
森
百
性
御
上
前
目
安
上
申
候
、
御
上
以
後
せ
ん
さ
く
仕
候
へ

ハ
、
為
指
申
分
も
無
之
候
、
肝
煎
ニ
せ
ん
さ
く
仕
候
事
御
座
候
而
、

肝
煎
め
し
ょ
せ
、
相
尋
可
申
と
百
性
ニ
申
付
候
へ
ハ
、
と
く
蔵
入
ニ

被
仰
付
候
へ
と
申
候
条
、
そ
れ
ハ
さ
様
ニ
ハ
不
成
事
候
由
申
付
候

へ
ハ
、
其
後
二
度
と
私
所
へ
不
参
候
、
江
戸
へ
其
ま
、
罷
上
候
な
と

見
え
申
候
、
惣
別
秋
田
仙
北
δ
江
戸
へ
御
訴
訟
と
し
て
百
性
共
罷
上

候
事
、
兼
而
御
法
度
之
儀
、
諸
郷
ノ
者
存
之
前
ニ
候
へ
共
、
太
森
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B
今
度
罷
上
候
事
、
不
及
是
非
候
、
急
度
諸
郷
中
へ
重
而
罷
上
候

ハ
＼
可
為
曲
事
を
可
申
付
候
、
太
森
δ
ノ
目
安
被
選
候
、
私
直
ニ

様
子
相
尋
、
重
而
可
申
上
候
、
此
旨
可
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

梅
津
半
右
衛
門
尉

憲
（
花
押
）

五
月
三
日
（
元
和
九
年
）

小
場
小
伝
次
殿

小
場
七
梅
津
憲
忠
書
状

2
8
－Ml
ア
ω
／
『
家
蔵
』
七
）

（
端
裏
朱
書
）
『
義
」

猶
以
、
わ
か
き
大
工
壱
人
差
上
可
申
由
被
仰
越
候
問
、
今
度
為

上
申
候
、
以
上
、

去
月
廿
九
日
之
御
書
、
当
十
三
日
御
小
人
替
之
も
の
、
よ
し
候
て

持
参
、
頂
戴
仕
候
、

A

宵
長
）

一
、
松
前

B
之
御
騰
、
十
三
日
ニ
参
着
仕
候
、
則
桐
沢
久
右
衛
門
ニ
申

付
、
差
上
申
候
、
如
被
仰
遣
、
尾
袋
・
羽
袋
新
敷
仕
候
様
ニ
と
申

付
候
、
大
腸
計
三
つ
上
申
之
由
候
、
委
細
之
書
付
ハ
久
右
衛
門
所
δ

上
申
之
由
候
、
然
と
道
中
御
鷹
之
ゑ
ニ
犬
計
か
い
申
候
て
、
罷
上
之

儀
、
是
又
申
付
候
、
今
度
者
愛
元
δ
犬
を
ひ
か
せ
申
候
て
、
遣
し
申

候、
一
、
御
上
以
来
愛
元

B
罷
出
候
は
い
腸
か
ハ
り
、
又
た
？
鷹
に
も
御
手

遣
に
も
不
罷
成
、
御
は
い
鷹
者
私
ニ
被
下
之
旨
、
悉
奉
存
、
随
分
冬

持
を
仕
候
て
、
来
年
っ
か
い
可
申
と
唯
今

B
な
く
さ
ミ
ニ
罷
成
申

候
、
当
年
者
愛
元
覚
不
申
寒
様
ニ
御
座
候
、
打
続
五
六
日
っ
‘
大
ふ

き
に
て
御
座
候
、
少
々
念
を
入
不
申
候
て
ハ
、
小
鷹
之
冬
持
な
り
か

た
く
存
候
、

Aa賞
V

一
、
殿
様
御
機
色
、
殊
ニ
御
す
ね
の
御
病
も
御
平
癒
、
御
機
嫌
能
御
座

候
由
、
御
目
出
度
奉
存
候
、
両
上
様
δ
節
々
御
上
使
、
西
丸
様

B
御
鷹
御
拝
領
、
又
こ
し
か
い
へ
も
白
鳥
御
上
使
に
て
御
拝
領
、
無

残
所
御
仕
合
承
、
珍
重
奉
存
候
、
愛
元
御
立
之
刻
、
御
行
歩
叶
不
申
、

に
か
／
＼
し
き
御
様
子
ニ
而
御
座
候
へ
共
、
御
上
被
成
候
、
左
様
之

思
召
入
ニ
御
座
候
問
、
御
仕
合
能
御
座
候
ハ
て
不
叶
御
事
ニ
御
座

候
、
上
様
御
耳
ニ
入
申
儀
者
、
無
御
座
候
共
、
御
と
し
よ
り
衆
へ

成
共
、
御
立
之
時
分
之
御
機
色
、
御
行
歩
為
見
不
申
候
事
、
御
残
多

御
事
ニ
而
御
座
候
と
、
愛
元
ニ
而
く
れ
／
＼
申
御
事
ニ
御
座
候
、
定

而
御
目
見
被
成
置
、
其
上
之
御
仕
合
之
儀
者
、
弥
々
知
思
召
候
て
、

今
程
者
御
鷹
野
ニ
御
座
被
成
、
夜
々
御
料
理
御
座
候
ハ
ん
と
奉
存

候、
一
、
今
月
十
日
、
こ
と
／
＼
し
き
ふ
き
に
て
御
座
候
、
十
太
夫
・
正
二

郎
白
鳥
四
つ
手
ど
ら
ひ
ニ
い
た
し
申
之
よ
し
被
申
候
て
、
御
台
所
上

被
申
候
、
様
子
者
、
十
太
夫
前
之
堀
へ
ふ
き
あ
ひ
申
候
白
鳥
共
お
り

申
候
而
、
立
あ
か
り
申
事
不
罷
成
お
り
申
候
、
其
刻
右
両
人
通
り
あ

ハ
せ
見
付
候
而
、
取
申
之
由
被
申
越
候
、
直
談
者
不
承
候
問
、
こ
ま

か
の
仕
合
者
不
存
候
、
重
而
便
宜
次
第
二
上
可
申
候
、
今
度
者
御
鷹

師
衆
急
申
候
間
上
不
申
候
、
御
次
而
御
披
露
可
被
成
候
、

-32-
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一
、
鳥
羽
町
鱗
工
以
来
散
々
煩
ニ
御
座
候
、
今
之
分
ニ
御
座
候
ハ
＼
来

春
迄
之
堪
忍
難
罷
成
存
候
、
恐
々
謹
言
、

極
月
十
五
日
（
寛
永
四
年
）

小
場
源
左
衛
門
殿

梅
津
半
右
衛
門
尉

態
（
花
押
）

小
場
八
梅
津
憲
忠
害
状
（
『
家
蔵
』
八
）

以
上
、

｛
御
脅
四
一
号
）
（
御
省
一
八
七
時
・
）

去
月
十
三
日
・
十
九
日
之
御
日
付
之
御
書
頂
戴
仕
候
、

一
、
窪
田
・
角
館
・
横
手
・
湯
沢
・
太
館
・
十
二
所
・
比
山
星
場
相

定
、
鉄
放
稽
古
仕
候
事
、
盆
前
計
う
ち
申
候
得
と
申
遺
候
、

（

忠

常

｝

｛

大

久

保

忠

職

｝

一
、
太
久
保
加
賀
殿
御
子
息
新
十
郎
殿
御
赦
免
ニ
付
、
南
部
・
津
軽
ニ

（
大
久
保
敏
隆
）
｛
大
久
保
拳
償
】

御
座
候
右
京
殿
・
主
騰
殿
も
御
上
候
事
可
有
御
座
候
閥
、
愛
元
御
通

ニ
候
ハ
＼
御
馳
走
可
申
旨
、
畏
奉
存
候
、

一
、
盆
中
町
中
へ
御
奉
公
人
・
同
下
々
見
物
な
と
ニ
参
候
事
、
停
止
可

仕
旨
、
畏
奉
存
候
、
町
々
せ
か
れ
共
ハ
其
町
／
＼
ニ
而
お
と
り
な
と

ハ
不
苦
候
由
、
畏
奉
存
候
、

一
、
ら
つ
こ
の
皮
之
事
、
便
宜
御
座
候
問
、
松
前
へ
申
遺
候
、

一
、
江
戸
御
供
三
番
ノ
組
書
立
、
井
三
番
ノ
組
之
外
書
立
、
上
申
候
、

可
被
入
御
披
見
ニ
候
、

一
、
来
年
御
上
洛
之
御
用
ニ
、
御
か
ち
走
り
百
弐
十
人
、
在
郷
御
奉
公

人
二
番
め
三
番
め
之
御
扶
持
方
取
候
内
、
若
器
量
之
能
御
座
候
を
可

申
付
旨
、
畏
奉
存
候
、
方
々
へ
蜘
ニ
人
を
遣
し
申
候
、

一
、
御
足
軽
之
事
も
申
付
候
、

一
、
江
戸
御
供
三
番
ノ
組
之
外
、
御
上
洛
之
御
供
ニ
不
罷
上
衆
、
償
出

し
申
候
様
ニ
と
申
遺
候
、

一
、
御
上
洛
之
御
供
衆
、
馬
心
懸
、
念
入
可
申
旨
申
付
候
、

一
、
天
徳
寺
御
屋
敷
、
泉
村
於
伊
勢
之
御
立
候
山
δ
西
ノ
方
一
本
杉
之

御
座
候
地
形
一
段
能
御
座
候
、
近
日
地
形
引
人
足
申
付
候
、
御
家
も

材
木
申
付
候
、

一
、
御
書
院
之
柱
切
ょ
せ
申
候
、
如
御
書
付
之
、
さ
び
を
付
候
へ
と
申

付
候
、

一
、
愛
元
馬
町
ニ
馬
百
余
参
候
得
共
、
よ
き
馬
ハ
不
罷
出
候
、
御
馬

弐
疋
取
申
候
、

一
、
は
や
ふ
さ
ノ
巣
子
、
小
鹿
δ
弟
兄
参
候
問
、
私
之
庭
ニ
は
な
し
候

て
、
置
申
候
へ
ハ
、
に
け
申
候
而
、
不
参
候
問
、
漸
々
と
ら
い
申
候

而
、
御
鷹
屋
へ
相
渡
申
候
、
今
日
ま
て
ハ
無
事
ニ
御
座
候
、

（秀疏｝

一
、
毛
利
殿
δ
御
使
子
今
不
参
候
、
当
年
ハ
材
木
買
不
参
候
由
申
候
、

一
、
近
年
無
御
座
日
て
り
に
て
御
座
候
、
去
月
δ
あ
つ
く
御
座
候
、
此

分
ニ
来
月
中
も
候
へ
か
し
と
百
性
共
ね
か
ひ
申
候
、

（
佐
竹
義
降
｝

一
、
由
利
修
理
殿
御
地
行
検
地
申
付
候
、
今
月
朔
日
δ
御
縄
打
仕
候
者

（光

mv

共
さ
し
越
申
候
、
佐
藤
源
右
衛
門
為
御
検
使
申
付
候
、
二
三
郷
も
う

ち
申
候
者
、
申
越
候
得
と
申
渡
候
、
子
今
不
参
候
、
様
子
重
而
可
申

上
候
、
恐
々
謹
言
、
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梅
津
半
右
衛
門

花
押
同
前

六
月
八
日
（
寛
永
二
年
）

小
場
源
左
衛
門
殿
ま
い
る

※
天
徳
寺
屋
敷
の
こ
と
（
政
景
日
記
寛
永
二
年
三
月
二
十
一
日
・
五
月

十
九
日
条
）
。

小
場
九
梅
津
憲
忠
害
状

2
8－M
I
－
－
品
／
「
家
蔵
』
丸
）

（
端
裏
朱
書
）
『
義
』

以
上
、

〔
脅
嶋
一
日
五
号
）
｛
帯
総
司

O
号｝

今
月
十
日
・
拾
六
日
両
日
之
御
日
付
之
御
書
頂
戴
仕
候
、

一
、
金
銀
指
上
可
申
之
由
被
仰
遺
候
、
御
膳
番
衆
へ
談
合
申
候
而
、
御

蔵
占
弐
百
貫
目
、
又
方
々
占
参
候
を
八
拾
貫
目
、
判
金
七
拾
枚
、
小

判
九
百
両
取
集
、
指
上
申
候
、

一
、
八
月
替
被
申
御
供
衆
之
御
書
立
被
遺
候
、
催
促
仕
候
、
其
内
太
窪

五
郎
八
・
向
庄
兵
衛
ハ
八
月
前
ニ
取
直
可
申
様
ニ
無
御
座
、
相
煩
申

候
、
白
土
孫
七
・
石
井
弥
七
、
是
も
同
前
之
由
申
候
、
道
策
へ
佑
言

申
候
、
薬
を
も
た
ベ
申
候
而
、
取
直
申
候
者
可
罷
上
由
申
候
、
先
為

御
心
得
之
申
上
候
、

一
、
長
十
郎
事
ハ
、
気
合
ハ
取
直
申
候
得
共
、
か
ミ
ぬ
け
申
候
而
、
子

今
も
と
ゆ
い
ニ
も
か
か
り
不
申
鉢
ニ
御
座
候
問
、
罷
上
候
て
も
御
供

以
下
罷
成
関
敷
候
、

一
、
中
川
庄
七
、
宮
内
代
ニ
罷
上
候
へ
と
、
被

仰
遺
候
、
宮
内
気
合

取
直
候
て
、
罷
下
候
問
、
罷
上
候
而
、
御
奉
公
仕
度
由
申
候
、
見
申

分
も
本
覆
と
見
え
申
候
、
左
様
ニ
候
共
、
庄
七
を
可
被
為
召
登
候
哉
、

是
又
可
被
得
御
意
候
、

一
、
九
月
之
御
ふ
く
、
愛
元
占
人
を
遺
可
申
之
由
、
畏
存
候
、
御
め
し

3
M
g
v
 

れ
う
之
御
小
袖
、
び
ろ
う
た
う
色
弐
つ
分
、
是
も
大
森
所
へ
可
申
遺

候、
一
、
松
前
へ
之
御
鷹
師
衆
之
事
、
畏
存
候
、
御
音
信
物
も
相
調
、
如
毎

年
之
差
越
可
申
候
、

一
、
野
代
・
舟
越
へ
之
金
銀
相
場
、
兼
而
申
付
候
も
、
此
度
被
仰
遺

候
も
、
少
之
替
ニ
御
座
候
、
当
年
ハ
材
木
買
手
す
く
な
く
御
座
候
問
、

先
其
分
ニ
而
指
置
申
候
、
材
木
之
直
ニ
さ
し
引
ハ
御
座
候
問
、
違
不

申
様
ニ
可
仕
候
、

一
、
天
徳
寺
御
屋
敷
之
普
請
稼
申
候
、
客
殿
大
く
り
・
小
く
り
、
は
や

材
木
相
調
、
大
工
被
指
置
申
候
、
当
年
中
ニ
出
来
申
候
様
ニ
可
仕
候
、

此
旨
可
被
仰
上
候
、
恐
々
謹
言
、

- 34一

梅
津
半
右
衛
門

憲
（
花
押
）

六
月
廿
七
日
（
寛
永
二
年
）

小
場
源
左
衛
門
人
々
御
中

追
而
、
佐
藤
源
右
衛
門
修
理
殿
御
知
行
御
検
地
ニ
付
而
罷
在
候
、

八
月
前
ハ
隙
明
間
敷
候
、
何
之
替
衆
δ
も
遅
可
有
之
候
閥
、
其
御

心
得
可
被
成
候
、
一
郷
宛
う
ち
申
候
一
帯
さ
し
上
申
候
、
可
被
入

御
披
見
候
、
以
上
、
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小
場
一

O

梅
津
憲
忠
害
状
（
〉
ωω

－MI
T
a
／
『
家
蔵
』

（
端
裏
朱
書
）
「
義
』

猶
以
、
其
元
δ
参
候
御
飛
脚
ハ
草
臥
申
候
問
、
一
両
日
休
息
な
さ

せ
申
候
而
、
の
ほ
せ
可
申
候
、
先
御
供
衆
之
様
子
可
申
上
と
存
、

如
此
ニ
御
座
候
、
若
相
替
儀
御
座
候
者
、
可
被
仰
下
候
、

一
、
あ
け
の
古
川
烏
場
数
す
く
な
く
御
座
候
問
、
猶
可
申
付
由
、
畏

奉
存
候
、
川
ノ
目
ノ
古
川
ニ
も
知
御
書
付
之
可
申
付
候
、

一
、
御
門
場
ニ
而
手
判
絢
之
者
よ
こ
て
δ
申
付
候
、
今
日
罷
立
候
へ

と
申
付
候
問
、
其
分
ニ
可
有
御
座
候
、
以
上
、

当
八
日
未
刻
之
御
書
二
昨
十
三
子
ノ
刻
御
飛
脚
参
着
、
頂
戴
仕
候
、

一
、
公
方
様
御
上
洛
御
義
定
ニ
付
而
、
二
組
之
御
供
衆
為
上
可
申
旨
、

長
奉
存
候
、
昨
朝
在
郷
ま
て
無
残
飛
脚
を
さ
し
越
申
候
、
窪
田
中
之

衆
ハ
当
廿
日
ニ
愛
許
罷
出
候
へ
と
申
触
候
、
五
月
中
旬
ニ
御
上
洛
ニ

候
ハ
ヘ
路
次
中
之
乗
馬
共
つ
か
れ
不
申
様
ニ
、
愛
元
を
ち
と
は
や

く
罷
出
、
来
月
五
日
六
日
比
江
戸
ま
て
罷
着
候
様
ニ
と
申
触
候
、
如

｛
ト
崎
畠
開
店
）

御
意
之
、
式
部
太
輔
ニ
ハ
廿
二
日
ニ
太
館
を
罷
出
候
様
ニ
申
遺
候
、

定
而
油
断
被
仕
問
敷
候
、

一
、
騎
馬
之
衆
御
覚
之
こ
と
く
、
御
供
衆
と
今
度
之
二
組
と
合
而
百
拾

七
騎
ニ
而
御
座
候
、
御
足
軽
ハ
今
度
在
郷
之
鉄
放
之
者
弐
百
九
拾

人
、
此
外
御
の
ほ
り
五
拾
人
申
付
、
の
ほ
せ
申
候
、
弾
右
衛
門
指
南

之
御
小
人
ハ
無
用
之
由
被
仰
遺
候
問
、
の
ほ
せ
不
申
候
、
御
鑓
之

衆
ハ
主
計
殿
δ
之
出
鑓
之
歩
者
百
五
拾
人
罷
上
候
問
、
く
ほ
た
之
御

一O）

や
り
之
衆
ハ
為
上
不
申
候
、
愛
許
御
立
之
時
分
、
御
陣
之
御
用
ニ
無

之
、
御
上
洛
ま
て
ノ
御
事
ニ
候
ハ
＼
御
足
軽
数
右
之
通
ニ
申
上
候

と
覚
申
候
問
、
如
此
ニ
候
、
若
此
外
ニ
も
御
用
ニ
御
座
候
者
、
可
被

仰
下
候
、

一
、
三
月
廿
八
日
之
御
日
付
に
て
、
槍
山

B
之
飛
脚
ニ
、
御
書
当
八
日

頂
戴
仕
候
、

一
、
御
茶
壷
去
月
廿
日
ニ
相
立
可
申
由
被
仰
置
候
問
、
飯
塚
伝
右
衛

（大嶋）

門
・
小
田
部
金
蔵
両
人
御
茶
つ
ほ
五
つ
宗
喜
所
へ
持
参
仕
候
得
と
申

付
、
の
ほ
せ
申
候
、

一
、
六
郷
御
休
所
之
御
普
請
申
付
候
、
横
沢
御
休
所
ふ
き
か
へ
可
申

曲
、
畏
奉
存
候
、

一
、
去
年
被
仰
付
候
川
舟
材
木
壱
般
分
罷
出
候
由
、
野
城
δ
申
越
候

問
、
近
日
作
り
申
候
、
奉
行
さ
し
越
申
候
、
猶
い
つ
れ
も
罷
上
候
時

分
可
申
上
候
、
恐
々
謹
言
、

F
h
d
 

梅
津
半
右
衛
門

卯
月
十
五
日
（
元
和
九
年
）
愈
（
花
押
）

小
場
小
伝
次
殿
人
々
御
中

一
一、、，，

小
場
二
梅
津
憲
忠
害
状
（
〉
ωω
芯
ー
ア
ω
／
『
家
蔵
』

（
端
裏
朱
書
）
『
義
』

以
上
、

廿
一
日
之
御
日
付
之
御
書
、
昨
廿
七
日
巳
刻
、
院
内
δ
町
送
ニ
而
参
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着
、
頂
戴
仕
候
、

一
、
御
上
洛
五
月
中
旬
ニ
御
座
候
曲
、
就
其
御
人
数
御
目
録
重
而
被
遺

候
、
御
供
仕
被
罷
上
候
衆
と
、
先
日
御
催
促
之
衆
と
、
又
今
度
被
仰

遺
候
衆
、
合
弐
百
騎
ノ
都
合
催
促
仕
候
、
御
足
軽
其
外
之
儀
も
、
知

御
番
付
申
付
候
、
来
月
十
四
五
日
間
ニ
ハ
多
分
可
罷
着
候
、
比
内
筋

δ
罷
立
候
衆
ハ
ち
と
お
そ
く
可
有
御
座
候
、

一
、
越
前
之
儀
、
子
今
相
済
不
申
候
由
、
御
上
洛
ニ
御
落
居
ニ
御
座
候

を
御
聞
候
ハ
＼
定
相
済
可
申
候
、

一
、
今
度
罷
上
候
衆
ハ
、
如
被
仰
遺
候
、
御
供
衆
三
番
ノ
組
之
内
、
高

を
取
申
候
衆
無
残
罷
上
候
、
其
外
之
儀
ハ
、
在
郷
衆
さ
い
そ
く
仕
、

の
ほ
せ
申
候
、
御
陣
ニ
御
落
居
ニ
而
、
御
人
数
尚
罷
上
候
ハ
＼
窪

田
之
衆
無
残
為
上
可
申
候
、

一
、
夫
丸
之
儀
、
三
百
五
十
人
申
付
候
、
大
か
た
是
ニ
而
可
有
御
座
と

奉
存
候
、
猶
又
御
用
ニ
御
座
候
ハ
＼
追
々
為
上
可
申
候
、

〈
輯

H
名
品
開
鵬
｝

一
、
主
計
殿
へ
も
御
上
候
へ
と
昨
朝
申
越
候
、
先
逮
御
催
促
之
廿
騎
と

百
五
十
人
之
鎚
之
衆
を
ハ
、
愛
元
δ
罷
上
候
衆
同
前
ニ
先
へ
為
御
上

候
様
ニ
と
申
越
候
、
主
計
殿
ニ
ハ
御
支
度
被
成
、
一
両
日
も
跡
δ
ハ

上
候
へ
と
申
越
候
、
小
伝
次
δ
ノ
書
状
も
相
届
申
候
、

一
、
主
馬
ハ
阿
仁
之
山
散
々
ニ
罷
成
之
由
申
候
問
、
見
せ
ニ
さ
し
越
申

候
、
昨
日
申
越
候
而
、
朔
日
ニ
ハ
可
能
婦
候
、
愛
元

B
罷
上
候
衆
δ

ハ
一
日
も
お
そ
く
可
有
御
座
候
、
其
御
心
へ
候
て
可
被
仰
上
候
、

｛
政
良
）

一
、
山
方
内
匠
機
合
も
能
御
座
候
問
、
今
度
可
罷
上
と
申
候
ヘ
共
、
よ

き
も
慈
も
不
知
煩
に
て
候
問
、
無
用
と
申
候
、
も
し
重
而
御
人
数
御

さ
い
そ
く
に
て
候
ハ
＼
為
上
可
申
候
哉
、
被
得
御
意
候
て
可
承

候、
一
、
十
三
日
之
御
日
付
ニ
而
浅
野
兵
左
衛
門
・
あ
っ
き
左
介
罷
下
ニ
、

御
書
当
廿
一
日
ニ
持
参
、
頂
戴
仕
候
、
ち
い
さ
万
之
儀
、
畏
奉
存
候
、

小
野
崎
吉
内
ニ
相
渡
申
候
、

一
、
銀
子
有
次
第
二
為
上
可
申
旨
、
院
内
へ
人
を
遺
申
候
、
参
次
第
二

上
可
申
候
、
当
年
ハ
山
し
か
と
無
之
候
て
、
御
米
鉛
払
銀
一
円
す
く

な
く
御
座
候
問
、
有
之
ま
し
き
と
奉
存
候
、
三
月
ノ
分
ハ
先
立
百
五

十
貫
目
差
上
候
時
為
上
申
候
、
今
月
分
ハ
ふ
か
し
き
事
ハ
有
之
間
敷

候
、
又
今
度
罷
上
候
衆
路
銭
引
申
候
ハ
＼
残
ハ
有
之
ま
し
く
候
と

存
候
、
右
之
通
御
披
露
所
仰
候
、
恐
々
謹
言
、
梅
津
半
右
衛
門
尉

憲
（
花
押
）

卯
月
廿
八
日
（
元
和
九
年
）

小
場
小
伝
次
殿

小
場
一
ニ
梅
津
憲
忠
害
状
（
》

g
－NI
T

－o／
『
家
蔵
』

（
端
裏
朱
書
）
『
義
』

追
而
申
上
候
、
敦
賀
へ
之
御
米
舟
、
越
前
之
儀
承
届
不
申
以
前
ハ
わ
か

さ
へ
舟
を
つ
け
申
候
や
う
に
と
、
昨
日
之
書
状
ニ
申
上
候
へ
共
、
只

今
申
刻
、
越
前
之
三
国
之
藤
蔵
と
申
船
頭
参
着
申
候
、
彼
者
申
候
分
ハ
、

何
と
や
ら
ん
若
狭
之
儀
を
ハ
申
唱
候
由
申
候
、
其
元
ニ
而
ハ
御
沙
汰
も

一
一一、』，
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無
御
座
候
哉
、
御
米
舟
を
ハ
能
登
・
加
賀
辺
相
着
、
越
前
之
儀
承
届
次

第
二
敦
賀
ヘ
ハ
参
候
へ
と
可
申
付
候
、
右
之
藤
蔵
ハ
越
前
之
も
の
ニ
御

（
机
官
平
忠
直
）

座
候
、
宰
相
殿
豊
後
へ
御
下
御
落
居
候
て
、
荷
物
又
御
供
衆
ノ
女
房
子

共
以
下
、
無
残
京
都
迄
参
候
を
見
申
候
て
罷
下
た
る
由
申
候
、
越
前
む

つ
か
し
く
候
ハ
＼
下
申
儀
有
之
ま
し
く
候
へ
共
、
御
関
居
ニ
相
済
、

（
鱒
滞
鷹
忠
｝

心
安
罷
下
た
る
と
申
候
由
候
、
長
三
郎
な
と
罷
上
候
事
、
路
次
ハ
か
り

見
申
候
て
、
可
罷
帰
候
哉
と
奉
存
候
、
但
さ
や
う
に
も
仕
、
御
静
誼
念

願
ニ
御
座
候
、
恐
々
謹
言
、

五
月
七
日
（
元
和
九
年
）

小
場
小
伝
次
殿

梅
津
半
右
衛
門

愈
（
花
押
）

小
場
一
三
梅
津
憲
忠
害
状
（
〉

g
－M
I

－－M
／
『
家
歳
』

（
端
裏
朱
書
）
「
義
』

以
上
、

（
御
曾
六
一
号
｝

当
朔
日
之
御
日
付
之
御
書
、
糟
谷
与
次
右
衛
門
持
参
、

頂
戴
仕
候
、

一
、
こ
ひ
ん
の
う
す
く
ひ
た
い
取
申
候
事
、
御
法
度
之
旨
、
先
日
被

仰
遺
候
閥
、
窪
田
中
者
不
及
申
、
在
郷
迄
、
中
間
・
小
者
等
を
も
さ

か
や
き
す
り
な
を
し
候
へ
と
申
触
候
、

一
、
在
郷
之
御
奉
公
人
之
二
番
め
三
番
め
、
鉄
鈍
う
ち
申
者
之
事
、
跡
々

御
扶
持
取
候
も
の
共
ハ
、
さ
い
そ
く
不
申
候
、
今

B
御
扶
持
被
下
候

一一ー一、、，，
一
昨
十
三

様
ニ
と
申
者
共
ハ
、
右
之
通
ニ
申
付
候
、
比
山
・
角
館
両
所
ニ
五
六

人
御
座
候
、
其
外
ハ
子
今
御
扶
持
之
沙
汰
不
申
候
、
若
跡
々

δ
御
扶

持
取
候
二
番
め
三
番
め
の
も
の
共
ニ
も
可
被
仰
付
候
哉
、
重
而
得

御
意
、
可
被
仰
遺
候
、

一
、
来
年
御
上
洛
御
儀
定
之
曲
、
就
之
御
鉄
錨
衆
之
内
四
百
人
、
わ
か

く
せ
い
の
お
ほ
き
な
る
を
ぬ
き
候
て
、
差
置
可
申
旨
、
畏
奉
存
候
、

蜘
候
て
差
置
可
申
候
、

一
、
諸
給
人
、
年
寄
か
若
輩
か
に
て
江
戸
御
供
不
仕
候
御
奉
公
人
蜘
可

申
旨
、
畏
奉
存
候
、

一
、
日
本
国
諸
大
名
衆
無
残
御
詰
候
而
、
人
多
ニ
御
座
候
ニ
付
而
、
九

A

廊
古
股
｝
（
廊
十
日
限
光
縄
問
V

郎
左
衛
門
・
清
十
郎
両
人
、
別
而
悦
申
候
由
、
推
量
仕
候
、

て
当
年
愛
元
以
外
之
日
て
り
ニ
御
座
候
、
色
々
雨
の
い
の
り
仕
候
へ

共
、
降
不
申
候
、
今
晩
少
ふ
り
申
候
、
用
立
申
ほ
と
に
ハ
無
御
座
候
、

不
可
然
事
ニ
御
座
候
と
申
御
事
ニ
候
、

一
、
江
戸
御
供
衆
七
ヶ
月
替
ニ
被
仰
付
候
由
、
御
尤
ニ
奉
存
候
、
其

分
用
意
仕
候
得
と
申
触
候
、
壱
月
も
延
候
問
、
愛
元
之
衆
ハ
悦
申
た

る
拡
ニ
御
座
候
、
恐
々
謹
言
、

円

t

五
月
十
五
日
（
寛
永
二
年
）

小
場
源
左
衛
門
殿

梅
津
半
右
衛
門

憲
（
花
押
）
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小
場
一
回
梅
津
憲
忠
害
状
（
》
ω
2
M
I－
－
吋
／
『
家
蔵
」

（
端
裏
朱
書
）
『
義
』

以
上
、

当
拾
日
之
申
刻
之
御
書
、
十
六
亥
ノ
刻
頂
戴
仕
候
、
御
上
洛
之
儀
仰

出
御
座
候
ニ
付
而
、
御
供
衆
五
月
五
日
比
ニ
ハ
罷
着
候
様
ニ
被
仰

下
候
問
、
則
申
触
候
得
者
、
又
十
一
日
申
ノ
刻
之
御
日
付
之
御
書
、

一
昨
十
七
巳
ノ
刻
頂
戴
仕
候
、
御
供
衆
之
人
数
大
炊
殿
へ
尋
御
申
被

成
、
重
而
御
書
付
別
帯
ニ
被
仰
下
候
、
如
其
催
促
仕
候
、
来
月
十

五
日
以
前
江
戸
迄
罷
着
候
様
ニ
申
触
候
、

一
、
為
御
扶
持
方
、
大
津
迄
八
木
の
ほ
せ
可
申
旨
、
畏
奉
存
候
、
此
中

も
内
々
其
心
掛
申
候
得
共
、
当
年
ハ
未
舟
壱
鰻
も
上
下
不
仕
候
、
米

奉
行
に
申
付
置
候
問
、
舟
調
次
第
為
上
可
申
候
、

一
、
六
日
之
御
日
付
ニ
而
御
書
、
仙
北
中
あ
ミ
に
て
鶏
取
不
申
候
様

ニ
可
申
付
旨
、
畏
奉
存
候
、
近
年
堅
御
法
度
に
て
候
問
、
取
不
申
候

得
共
、
猶
又
可
申
付
候
、
銀
山
十
分
一
へ
も
可
申
付
候
、

一
、
脇
も
と
ニ
御
か
り
屋
之
事
、
畏
奉
存
候
、
地
形
ハ
の
竹
御
座
候
屋

敷
之
内
見
計
為
作
可
申
候
、

一
、
熊
ノ
皮
御
用
之
由
、
当
年
ハ
此
方
ニ
も
一
切
無
之
候
と
見
え
申

候
、
売
物
ニ
も
無
御
座
候
得
共
、
相
尋
、
御
座
候
ハ
＼
近
日
為
上

可
申
候
、

一
、
正
洞
院
郷
湖
弐
百
人
余
御
座
候
、
殊
外
に
き
ハ
し
く
御
座
候
閥
、

正
洞
院
も
無
事
之
由
被
仰
候
、
此
旨
可
預
御
披
露
ニ
候
、
恐
々
謹
言
、

一回）

卯
月
十
九
日
（
元
和
九
年
）

小
場
小
伝
次
殿
御
中

梅
津
半
右
衛
門
尉

憲
（
花
押
）

小
場
一
五
梅
津
憲
忠
害
状
（
〉

ωω
－M
l
ア
一
／
『
家
蔵
」

（
端
裏
朱
書
）
『
義
』

尚
以
、
銀
子
道
中
無
相
違
参
着
申
候
由
、
御
肝
要
ニ
奉
存
候
、
以

上、
七
月
十
七
日
之
御
日
付
之
御
書
、
同
廿
八
日
御
飛
脚
参
着
、
頂
戴
仕

候、
一
、
秋
田
仙
北
中
鳥
屋
共
相
蜘
申
候
、
鷹
待
之
事
、
御
奉
公
人
ニ
も
待

申
候
や
う
に
申
触
候
、
在
郷
給
人
衆
之
内
ニ
も
待
申
候
様
ニ
令
申
遺

候、
一
、
初
草
出
来
候
共
、
江
戸
へ
為
上
申
候
事
、
無
御
到
来
以
前
ハ
可
奉

待
之
由
、
畏
奉
存
候
、

一
、
役
内
川
・
須
川
ノ
岡
橋
出
来
申
候
事
、
先
達
申
上
候
、
然
ハ
横
堀

之
町
か
ぎ
の
手
ニ
な
を
し
申
候
へ
と
被
仰
遺
候
、
畏
奉
存
候
、

て
横
手
じ
ゃ
の
崎
ニ
橋
を
か
け
さ
せ
ら
れ
へ
く
候
問
、
道
具
為
取
可

申
旨
、
畏
奉
存
候
、

一
、
服
忌
ノ
番
付
、
僧
正
δ
被
進
候
由
候
定
被
遺
候
、
拝
見
申
候
、

一
、
去
月
廿
七
日
之
御
飛
脚
、
当
八
日
ニ
参
着
申
候
、
御
書
両
通
頂

（貧飼｝

戴
仕
候
、
政
宗
様
御
袋
御
逮
行
ニ
付
、
仙
台
へ
御
使
ニ
岡
本
蔵
人
致

一五）

-38-
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催
促
、
九
日
ニ
愛
元
相
立
、
越
申
候
、
知
被
仰
遣
候
、
京
δ
ノ
御
使

之
由
被
申
候
へ
と
申
渡
候
、
御
香
代
銀
子
三
十
枚
差
越
申
候
、
御
口

上
之
様
子
を
も
如
御
意
申
渡
候
、
罷
帰
候
ハ
＼
重
而
便
宜
次
第
二

可
申
上
候
、
此
旨
可
預
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、梅
津
半
右
衛
門
尉

慾
（
花
押
）

八
月
十
三
日
（
元
和
九
年
）

小
場
小
伝
次
殿

※
政
宗
母
保
春
院
元
和
九
年
七
月
十
七
日
没
。

一六）

小
場
一
六
梅
津
憲
忠
害
状
（
》

8
－N
I
－－

z／
『
家
蔵
』

（
端
裏
朱
書
）
『
義
』

｛
晦
格
政
策
）

猶
々
、
主
馬
事
、
院
内
之
銀
山
へ
先
日
参
候
由
申
上
候
こ
と
く
、

参
候
へ
共
、
水
ぬ
き
の
ふ
し
ん
出
来
申
さ
す
候
問
、
先
罷
帰
候
ヘ

ハ
、
又
今
般
は
や
よ
き
時
分
之
曲
申
候
と
て
、
一
昨
七
日
院
内
銀

山
へ
罷
越
候
、
此
水
ぬ
き
ノ
普
請
成
就
申
候
問
、
来
年
ハ
山
も
さ

か
り
申
へ
き
曲
申
候
、

一
、
松
前
δ
ハ
い
ま
た
御
鷹
参
不
申
候
、
何
と
て
を
そ
く
御
座
候
哉
と

存
候
、
参
候
ハ
＼
迫
而
可
申
上
候
、
以
上
、

｛
伎
併
縫
直
）

一
、
源
六
郎
殿
御
下
衆
今
ま
て
奉
公
申
候
者
共
、
ふ
ち
か
た
切
符
当
年

中
ハ
あ
と
の
こ
と
く
申
付
候
へ
と
関
数
馬
ニ
申
付
候
、
残
米
等
は
集
｛
廃
虚
）

候
様
ニ
堅
申
付
候
、
又
御
北
ノ
御
知
行
分
、
年
々
ノ
算
用
矢
野
長
左

衛
門
仕
候
、
給
人
知
行
捨
、
残
而
蔵
入
分
七
百
四
十
石
御
座
候
由
申

候
、
是
又
御
申
候
へ
く
候
、
以
上
、

追
而
致
啓
上
候
、
殿
様
遂
日
御
機
色
御
本
複
被
成
置
、
其
上
両
御

所
様

B
節
々
御
上
使
、
西
丸
様

B
御
鷹
御
拝
領
、
御
仕
合
如
思
召
之

由
、
珍
重
ニ
奉
存
候
、
将
又
道
中
御
腹
中
つ
ま
へ
申
候
儀
、
常
敷
δ
少

つ
よ
く
御
座
候
様
ニ
承
候
得
者
、
今
度
寺
崎
助
丞
罷
帰
、
各
々
物
語
之

様
子
承
、
驚
入
申
候
、
迷
路
故
不
存
候
而
、
た
、
い
ま
の
と
く
に
な
り

申
候
、
貴
様
な
と
御
機
遺
察
入
申
候
、
早
々
御
快
気
御
目
出
度
奉
存

候
、
御
す
ね
の
御
痛
も
御
仕
合
ニ
而
ハ
御
平
癒
可
成
と
奉
存
候
、
恐
々

謹
言
、

梅
半
右憲
（
花
押
）

n
w
d
 

極
月
九
日
（
寛
永
四
年
）

小
源
左
衛
門
殿
人
々
御
中

※
『
梅
津
政
景
日
記
』
寛
永
四
年
十
二
月
七
日
条
。

小
場
十
七
梅
津
憲
忠
害
状
（
》

g
－M
l
ア－
N

／
『
家
蔵
』

（
端
朱
書
）
「
義
』

以
上
、

去
十
五
日
之
御
日
付
に
て
、
か
や
橋

B
被
下
候
御
書
、
昨
廿
七
日
夜

ニ
入
頂
戴
仕
候
、
何
人
幡
之
御
立
候
く
る
わ
に
兵
根
蔵
立
可
申
候

旨
、
畏
奉
存
候
、
如
御
番
付
、
縄
張
仕
立
可
申
候
、
材
木
之
儀
今
日

δ
申
付
、
し
ら
へ
申
候
て
、
不
足
之
分
ハ
為
取
可
申
候
、
材
木
ハ
可
有

御
座
候
へ
共
、
ふ
き
か
や
御
座
有
ま
し
き
と
存
候
、
そ
れ
も
か
や
奉
行

一七）
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ニ
相
尋
申
候
て
、
在
々
を
も
た
つ
ね
、
集
可
申
候
、
将
亦
為
御
上
被
成

候
御
鷹
共
、
さ
が
り
申
た
る
鳥
餌
を
か
い
申
故
、
あ
ハ
ひ
悪
罷
成
、
死

申
候
ニ
付
、
重
而

B
ハ
い
ぬ
を
ひ
か
せ
申
候
様
ニ
、
桐
沢
久
右
衛
門
ニ

可
申
付
旨
、
畏
奉
存
候
、
今
朝
よ
ひ
ょ
せ
申
候
て
、
堅
可
申
渡
候
、
恐
々

謹
言
、

霜
月
廿
八
日
（
寛
永
六
年
カ
）

小
場
源
左
衛
門
尉
殿

梅
津
半
右
衛
門

憲
（
花
押
）

小
場
一
八
梅
津
憲
忠
害
状
（
》

8
－M
I
－
－
ロ
／
『
家
蔵
」

（
端
朱
書
）
『
義
」

返
々
、
我
等
儀
も
京
都
無
事
ニ
罷
立
候
、
先
以
可
御
心
安
候
、
江

戸
ニ
と
ふ
人
御
座
候
問
、
大
か
た
と
め
ら
れ
候
ハ
ん
か
と
存
候
、

以
上
、

塩
鮭
持
参
候
者
無
御
用
候
閥
、
返
し
被
遺
候
、

て
先
達
御
飛
脚
ニ
申
候
、
相
国
様
当
六
日
ニ
御
立
被
成
候
、
殿
様

今
日
九
日
京
都
を
御
立
ニ
て
候
、
江
戸
御
立
則
御
隈
出
申
候
へ
か
し

と
存
候
、

一
、
何
時
之
書
中
ニ
も
御
鷹
之
事
御
書
ニ
て
候
、
其
沙
汰
無
之
候
由
、

御
意
候
、

一
、
御
下
中
何
も
今
日
迄
ハ
無
事
ニ
候
、
金
大
夫
殿
・
孫
左
無
何
事
御

供
候
て
、
京
都
被
罷
立
候
、
乍
去
両
人
衆
京
都
ニ
執
心
候
哉
、
く
た

一八）

り
か
ね
被
申
候
、
可
有
御
推
量
候
、
恐
々
謹
言
、梅
半
右憲
（
花
押
）

十
月
九
日
（
寛
永
三
年
）

小
源
左
様貴
報

小
場
一
九
梅
津
憲
忠
害
状
（
〉
ωω
芯
1
7＝
／
「
家
蔵
』

（
端
朱
書
）
『
義
』

以
上
、

｛
本
多
正
銘
｝

本
上
州
御
下
岡
村
左
大
夫
女
房
、
本
城
之
留
守
居
衆
気
遣
候
て
、
あ
っ

か
り
置
候
事
、
罷
成
ま
し
く
候
由
、
返
答
無
余
儀
存
候
、
其
通
得
御

意
候
ヘ
ハ
、
さ
候
ハ
＼
横
手
之
町
ノ
宿
ニ
あ
つ
け
候
て
、
先
差
置
候

へ
と
御
意
ニ
候
、
其
内
左
大
夫
所
δ
申
来
候
か
、
又
其
身
下
候
か
、

可
有
之
候
閥
、
先
其
分
ニ
置
候
へ
と
の
御
事
に
て
候
問
、
八
兵
へ
所
へ

も
申
遺
候
、
愛
元
廿
二
日
ニ
御
立
被
成
候
、
昨
十
八
日
ニ
西
丸
様
B

A

正帥凪｝

井
上
主
計
殿
御
上
使
ニ
而
、
御
雌
子
三
十
・
銀
子
五
百
枚
御
拝
領
ニ

而
候
、
修
理
様
ニ
も
御
雄
子
三
十
御
拝
領
、
御
仕
合
無
残
所
候
、
可
御

心
安
候
、
悶
敷
候
而
、
書
状
不
能
巨
細
候
、
恐
々
謹
言
、

梅
半
右憲
（
花
押
）

一九）

-40一

五
月
十
九
日
（
寛
永
三
年
）

小
源
左
様
貴
報

※
『
梅
津
政
景
日
記
』
寛
永
三
年
五
月
十
九
日
条
。
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小
場
ニ

O

梅
津
憲
忠
害
状
（
〉
8
4
M
I
－－－
ω／
『
家
蔵
」
ニ

O
）

（
端
朱
書
）
『
義
』

一
番
令
啓
上
候
、
御
用
之
儀
者
御
直
書
ニ
可
有
御
座
候
問
、
不
及

申
候
、

一
、
当
六
日
行
幸
、
中
日
三
日
御
逗
留
、
十
日
ニ
還
幸
ニ
而
御
座
候
、

公
家
・
武
家
立
合
之
御
梼
お
ひ
た
＝
し
き
事
、
書
中
ニ
不
被
申
候
、

｛
品
開
質
・
畿
陸
｝

一
、
両
殿
様
供
奉
之
被
成
、
其
外
辻
閤
御
役
所
等
無
事
ニ
相
済
、
満

足
不
過
之
候
、
可
為
御
同
意
候
、
乍
去
我
等
事
者
、
去
月
廿
五
日
但

馬
御
出
湯
之
日
よ
り
十
日
之
日
ま
て
ハ
一
夜
も
寝
不
申
候
閥
、
悉
草

臥
申
候
、
可
有
御
推
量
候
、

｛
秀
忠
説
浅
井
氏
｝

一
、
大
御
台
様
御
煩
つ
よ
く
御
座
候
由
、
従
江
戸
御
注
進
之
由
候
、
就

其
両
上
様
還
御
近
々
ノ
様
ニ
昨
晩
申
来
候
、
実
説
ハ
未
承
届
候
へ

と
も
、
先
御
下
向
早
候
ハ
ん
と
存
候
問
、
や
か
て
罷
下
、
御
物
語
可

申
候
、

一
、
大
殿
様
御
気
色
能
御
座
候
問
、
可
御
心
安
候
、
恐
憧
謹
言
、

梅
半
右憲
（
花
押
）

九
月
十
二
日
（
寛
永
三
年
）

小
源
左
様
人
々
御
中

小
場
一
二
梅
津
鹿
忠
書
状
（
『
佐
竹
文
書
』
／
『
家
蔵
』
ニ
四
）

尚
々
、
右
之
様
子
共
追
而
委
得
御
意
度
候
、
以
上
、

巳
刻
之
御
飛
札
酉
刻
参
着
、
御
状
拝
見
仕
候
、
十
一
日
ニ
本
城
之
城

無
相
違
御
請
取
之
由
、
先
々
御
目
出
度
存
候
、

一
、
其
元
御
縄
打
之
御
用
ニ
、
縄
打
た
ん
れ
ん
之
衆
弐
拾
五
人
御
用
之

由
、
愛
元
ニ
ハ
壱
人
も
居
不
被
申
候
、
方
々
へ
御
検
見
ニ
被
参
候
問
、

若
御
公
儀
御
用
ニ
候
問
、
愛
元
検
見
を
止
申
候
而
も
、
其
衆
を
よ
ひ

ょ
せ
申
越
可
申
候
哉
、
猶
御
飛
脚
可
給
候
、
た
と
へ
其
元
へ
縄
打
衆

越
申
候
共
、
方
々
に
罷
在
侠
問
、
近
日
之
御
用
ニ
ハ
罷
成
間
敷
と
存

候
、
其
上
在
郷
衆
之
内
ニ
も
検
地
た
ん
れ
ん
の
衆
其
元
へ
参
候
由
、

及
承
申
候
、

一
、
御
検
使
衆
へ
之
御
音
信
之
米
大
豆
之
事
、
半
右
衛
門
ハ
一
円
其
沙

汰
不
申
置
候
、
相
馬
大
勝
殿
へ
ハ
米
百
石
・
大
豆
五
十
石
参
候
由
に

て
、
上
乗
ニ
杉
山
五
郎
右
衛
門
、
是
ハ
半
右
衛
門
申
付
指
置
候
、
愛

元
天
気
悪
候
而
、
舟
出
し
申
事
不
罷
成
候
而
、
子
今
遅
々
申
候
、
明

日
ニ
も
天
気
次
第
舟
越
可
申
候
、

一
、
御
ふ
ち
か
た
ニ
引
申
候
大
豆
之
事
、
先
立
越
申
候
ハ
、
舟
破
候
而
、

用
立
不
申
候
曲
、
忠
左
衛
門
・
文
治
申
遣
し
候
問
、
一
昨
十
日
ニ
申

付
、
大
豆
七
拾
石
ほ
と
舟
ニ
為
積
、
指
置
候
へ
共
、
是
も
天
気
悪
候

問
、
舟
出
し
候
事
不
罷
成
、
今
日
ニ
成
と
も
日
寄
次
第
二
越
可
申
候
、

此
七
拾
石
之
大
豆
さ
へ
御
蔵
ニ
ハ
た
、
三
十
石
御
座
候
而
、
四
拾
石

ハ
か
り
候
而
、
越
申
事
候
、
御
検
使
衆
御
両
所
へ
被
遺
候
大
豆
ハ
、

半
右
衛
門
も
不
申
置
候
、
其
上
此
外
少
も
大
豆
無
之
由
候
、
但
半
右

衛
門
貴
様
へ
い
か
＝
申
候
哉
、
是
又
不
審
ニ
存
候
、
猶
追
而
委
得
御

意
度
候
、
恐
憧
謹
言
、
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梅
津
長
三
郎

九
月
十
二
日
（
元
和
八
年
）
廉
（
花
押
影
）

小
場
小
伝
次
様貴
報

小
場
ニ
ニ
梅
津
政
景
害
状
（
『
佐
竹
文
書
』
／
『
家
蔵
』
ニ
五
）

以
上
、

昨
巳
之
刻
之
貴
札
、
同
成
之
刻
参
着
、
拝
見
仕
候
、
追
而
之
御
状
子

之
刻
参
着
申
候
、
屋
形
様
其
元

B
御
す
く
に
江
戸
へ
御
上
被
成
置

之
曲
、
乍
恐
御
大
儀
至
極
ニ
奉
存
候
、
就
之
其
元

S
御
返
し
被
遺
候

｛
家
倉

3

御
道
具
、
六
匁
玉
の
み
し
か
き
御
も
ち
つ
＝
迄
、
小
川
刑
部
右
衛
門

ニ
渡
、
差
上
申
候
、
御
供
衆
明
十
五
愛
元
を
相
立
、
十
六
日
ニ
ハ
院

内
迄
参
着
仕
候
様
ニ
可
申
付
曲
、
被
仰
下
候
、
則
夜
中
催
促
仕
候
、

い
つ
れ
も
畏
奉
存
候
由
申
候
、
御
台
所
詰
夫
愛
元
ニ
罷
在
分
、
無
残

鈴
木
佐
内
・
福
田
平
右
衛
門
ニ
相
渡
、
為
上
可
申
由
、
治
部
左
衛
門
・

惣
左
衛
門
ニ
申
理
り
候
、
右
両
人
ハ
今
日
昼
立
ニ
可
罷
出
由
申
候
、

小
介
川
正
左
衛
門
・
赤
津
一
郎
兵
へ
ニ
ハ
、
一
日
さ
か
り
に
参
候
へ

と
申
付
候
、
是
も
如
被
仰
遣
候
、
明
日
相
立
申
候
、

一
、
愛
元
御
普
請
奉
行
衆
念
を
入
被
申
付
候
、
拙
者
も
節
々
罷
出
申

候
、
先
達
如
被
仰
下
候
、
窪
田
御
足
軽
今
日

8
御
普
請
申
付
候
、

在
所
者
御
本
丸
御
う
ら
御
門
の
坂
口
御
縄
は
り
被
成
置
候
、
土
手
八

幡
く
る
ハ
へ
出
候
御
門
場
δ
、
て
か
た
へ
出
候
虎
口
ま
て
申
付
候
、

在
郷
δ
の
御
足
軽
ニ
ハ
手
形
御
本
丸
東
之
方
之
土
手
を
明
日
δ
可
申

付
候
と
奉
存
候
、
御
普
請
取
付
を
見
申
候
て
、
こ
ミ
申
候
所
を
一
組

A

義
宗
｝

も
二
組
も
ぬ
き
申
候
而
、
戸
村
八
郎
面
之
御
ほ
り
へ
か
け
可
申
候
、

如
被
仰
下
、
路
次
少
せ
ハ
く
罷
成
候
共
、
外
き
で
な
る
ほ
と
き
う

に
き
ら
せ
可
申
候
、
土
橋
も
右
清
兵
衛
ニ
如
被
仰
付
候
、
さ
げ
さ

（爵忠｝

せ
可
申
候
、
信
太
内
蔵
助
わ
き
の
こ
口
・
太
平
道
の
こ
口
・
て
か
た

村
へ
罷
出
候
こ
口
、
い
つ
れ
も
可
申
付
候
、
御
普
請
奉
行
衆
清
兵
衛

ニ
談
合
仕
候
、
御
足
軽
御
普
請
日
数
廿
日
仕
候
ハ
＼
あ
げ
可
申
候
、

｛
農
庖
V

一
、
小
場
式
部
殿
愛
元
へ
早
々
御
上
被
成
候
様
ニ
、
貴
様
御
状
此
者
ニ

被
遺
可
被
下
候
、
右
之
通
可
然
様
ニ
被
仰
上
可
被
下
候
、
恐
憧
謹
言
、

梅
津
主
馬
政
（
花
押
）

A

－
 

八
月
十
四
日
（
寛
永
八
年
）

小
場
源
左
衛
門
様貴
報
人
々
御
中

※
『
梅
津
政
景
日
記
』
寛
永
八
年
八
月
十
三
日
・
十
四
日
条

小
場
ニ
三
信
太
兵
部
少
輔
害
状
（
『
家
蔵
」
一
一
一
）

尚
々
、
た
つ
の
口
敷
石
ハ
青
石
に
て
御
座
候
、
是
を
請
取
可
申
候
、

態
脚
力
を
以
申
上
候
、

一
、
神
田
土
橋
之
御
普
請
付
而
、
先
立
両
度
飛
脚
指
上
申
候
、
何
時
分

参
着
申
候
哉
、

一
、
去
四
日
之
晩
、
大
炊
殿
へ
大
野
市
左
衛
門
を
以
申
上
候
分
ハ
、
此
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間
御
橋
た
つ
之
口
之
水
少
引
申
候
問
、
参
候
而
見
候
へ
ハ
、
水
も
り

申
候
所
見
付
申
候
、
辰
ノ
口
之
水
わ
き
へ
も
り
申
候
と
申
上
候
、
大

炊
殿

B
御
意
ニ
ハ
、
弥
々
御
国

B
人
足
奉
行
よ
ぴ
申
事
無
用
ニ
申
、

愛
元
日
用
人
足
を
以
仕
候
へ
と
御
意
ニ
候
、

一
、
大
炊
殿
へ
得
御
意
申
度
事
不
罷
成
候
、
仁
兵
衛
煩
気
に
て
、
あ
た

ミ
へ
湯
治
仕
候
、
鈴
木
近
江
ハ
御
用
御
座
候
て
、
日
光
へ
参
申
候
、

然
関
市
左
衛
門
を
以
得
御
意
候
、

一
、
大
炊
殿
御
意
ニ
ハ
、
愛
元
御
普
請
被
閲
召
候
而
、
御
機
遣
ニ
可
被

思
召
候
、
少
之
御
事
ニ
御
座
候
問
、
御
機
遺
不
被
成
様
ニ
私

B
能
々

申
上
候
へ
と
御
意
ニ
候
、
跡
々
之
御
奉
行
衆
へ
申
合
、
御
普
請
申
付

候
へ
と
御
意
ニ
御
座
候
、

（

正

之

）

（

鴫

政

）

一
、
安
部
四
郎
五
郎
殿
・
石
川
三
右
衛
門
殿
一
段
御
懇
比
二
被
仰
候
、

御
普
請
取
付
申
候
者
、
御
覧
可
被
成
之
由
ニ
御
座
候
、

一
、
御
普
請
先
立
申
上
候
時
ハ
、
上
之
水
深
御
座
候
問
、
見
届
不
申
候

て
、
申
上
候
、
迷
惑
仕
候
、
只
今
及
見
申
分
候
者
、
余
手
間
ハ
入
申

閲
敷
と
申
事
ニ
候
、
最
前
銭
屋
六
右
衛
門
又
左
衛
門
ニ
跡
仕
候
、
御

普
請
ニ
候
問
、
両
人
談
合
申
候
へ
と
申
付
候
処
、
六
右
衛
門
過
つ
る

廿
七
日
夜
火
を
出
し
申
候
而
、
在
寺
仕
候
、
乍
去
あ
た
り
を
や
き
不

申
、
自
分
計
や
け
申
候
閥
、
一
昨
五
日
ニ
罷
出
候
問
、
則
申
付
候
、

一
、
早
々
御
普
請
可
申
付
と
存
候
へ
共
、
長
雨
天
気
あ
か
り
不
申
、
然

間
辰
之
口
水
深
御
座
候
問
、
盆
前
ニ
ハ
取
付
申
間
敷
候
、
盆
後
ニ
ハ

十
七
八
日
占
可
申
付
候
、
其
上
大
炊
殿
御
意
ニ
ハ
、
天
気
あ
か
り
、

た
つ
の
口
水
引
申
候
時
分
申
付
候
へ
と
御
意
ニ
御
座
候
、
乍
去
先
々

道
具
以
下
用
意
申
候
へ
と
御
意
ニ
候
、

一
、
た
つ
の
口
之
敷
石
取
か
へ
不
申
候
者
、
以
来
も
も
り
可
申
と
又
左

衛
門
申
候
、
就
之
四
郎
五
郎
殿
・
三
右
衛
門
殿
御
談
合
可
申
と
奉

存
、
両
三
度
参
候
へ
共
、
不
懸
御
目
、
昨
日
四
郎
五
郎
殿
へ
懸
御
目
、

様
子
申
候
へ
者
、
尤
石
も
奉
行
衆
へ
申
上
候
へ
ハ
御
座
候
、
乍
去
大

炊
殿
へ
御
奉
行
を
被
仰
付
、
被
下
候
へ
と
申
上
候
ハ
＼
は
そ
ん
の

御
奉
行
申
人
御
座
候
問
、
可
被
仰
付
候
、
若
又
我
等
を
被
仰
付
候
共
、

如
在
申
問
敷
候
、
不
罷
成
候
共
、
私
念
之
た
め
ニ
候
問
、
申
上
可
然

之
由
被
仰
候
、
今
晩
か
明
日
参
候
而
、
市
左
衛
門
頼
申
、
大
炊
殿
へ

此
之
由
可
申
上
と
奉
存
候
、

一
、
先
立
も
申
上
候
、
奉
行
ニ
可
申
付
者
、
壱
人
も
無
御
座
候
、
迷
惑

仕
候
、
年
寄
申
候
と
も
、
私
罷
出
、
可
申
付
候
、

一
、
大
炊
殿
に
て
御
祝
言
之
事
、
当
年
ハ
相
延
申
候
と
承
候
、
越
後
守

様
に
て
ハ
当
月
廿
三
日
五
日
間
御
祝
言
之
由
申
候
、
実
事
ハ
不
存

候、
一
、
先
之
御
台
様
δ
之
御
飛
脚
ニ
、
村
尾
内
記
殿
へ
御
状
則
相
届
申

候、
一
、
細
川
越
中
殿

B
角
館
之
御
仕
合
ニ
付
而
、
御
状
被
遺
候
、
遠
路
故

御
無
沙
汰
被
成
候
曲
、
私
へ
御
使
被
下
候
、
便
次
第
二
此
御
状
届
申
、

能
々
申
上
候
へ
と
御
意
ニ
御
座
候
、
又
加
々
爪
民
部
殿

B
之
御
状
被

A

岡
家
賀
｝

遺
候
問
、
指
上
申
候
、
道
琢
法
印
δ
御
両
所
へ
御
書
中
進
上
申
候
、
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一
、
か
や
橋
、
5
黒
子
与
兵
へ
書
中
先
立
之
飛
脚
共
ニ
失
念
申
候
、
平
野

主
税
所
へ
御
届
可
被
下
候
、

一
、
嶋
田
弾
正
殿
此
中
下
御
屋
敷
へ
引
箆
御
座
候
而
、
御
養
性
候
而
、

誰
人
参
候
而
御
対
談
な
く
候
由
承
候
問
、
終
ニ
不
参
候
、
御
普
請
之

事
、
大
炊
殿

B
御
催
促
之
様
子
書
中
に
て
申
候
へ
共
、
御
返
事
無
御

座
候
、
上
屋
敷
へ
一
両
日
以
前
御
婦
御
座
候
、
昨
朝
参
、
御
普
請
之

様
子
を
も
申
上
候
、
兎
角
大
炊
殿
御
意
次
第
申
付
候
へ
と
被
仰
事

候
、
尤
御
目
ニ
ハ
不
懸
候
、
扱
又
御
不
審
之
儀
、
替
御
事
も
御
座
候

ハ
＼
追
々
可
申
上
候
、
恐
憧
謹
言
、

七
月
七
日
（
寛
永
六
年
カ
）

小
場
源
左
衛
門
様

梅
津
主
馬
様

信
太
兵
部
少

定
（
花
押
影
）

人
々
御
中

小
場
ニ
四
信
太
兵
部
少
輔
害
状
（
『
家
蔵
」
一
一
一
一
）

返
々
、
森
川
金
右
衛
門
殿

B
御
状
被
遺
候
、
指
上
申
候
、
万
々
今

朝
申
上
候
問
、
早
々
替
御
事
候
者
、
追
々
可
申
上
候
、
又
申
上
候

御
年
寄
衆
δ
之
御
状
、
石
川
三
右
衛
門
殿
δ
私
へ
被
遺
候
、

御
年
寄
衆
δ
之
御
状
、
只
今
被
下
候
問
、
早
々
指
上
申
候
、
御
用
者
不

存
候
、
殊
廿
八
日
之
巳
ノ
刻
之
御
飛
脚
両
人
、
若
殿
様
へ
之
御
状
持
参

申
候
、
則
指
上
申
候
、
私
へ
之
御
状
も
参
着
申
候
、
将
又
御
所
様
為

（
陶
光
伸
咽
天
海
｝

御
祈
念
、
大
名
衆
僧
正
様
へ
頼
御
申
、
色
々
の
御
祈
祷
被
成
、
御
札
上

り
申
候
由
、
若
殿
様

B
被
仰
付
候
問
、
明
日
四
日
僧
正
様
へ
私
可
参

と
奉
存
候
、
上
杉
弾
正
殿

B
御
祈
念
之
御
初
尾
銀
子
三
拾
枚
被
遣
候

由
、
其
通
ニ
私
も
持
参
可
申
候
と
奉
存
候
、
此
由
被
仰
上
、
可
被
下
候
、

恐
憧
謹
一
言
、

八
月
三
日
成
ノ
刻
（
寛
永
八
年
）

小
場
源
左
衛
門
様

梅
津
主
馬
様人
々
御
中

信
太
兵
部
少

花
押
同
前

小
場
二
五
信
太
兵
部
少
輔
害
状
（
『
家
蔵
』
二
三
）

茂
木
伊
折
両
御
城
へ
之
御
進
上
物
納
申
、
御
隙
明
申
候
問
、
罷
下
候
、

去
二
日
之
夜
大
炊
殿
δ
仁
兵
衛
御
使
者
に
て
、
御
西
丸
之
御
内
書
・

御
自
分
之
御
返
事
被
遺
候
、
御
口
上
ニ
、
私
へ
御
意
ニ
ハ
、
子
今
御

機
嫌
樫
と
不
申
候
而
、
何
御
見
廻
無
之
候
閥
、
伊
折
を
御
前
へ
不
被

召
出
候
、
扱
又
御
使
者
御
進
上
物
之
通
御
披
露
被
成
候
問
、
能
々
私

B

申
上
候
へ
と
被
仰
下
候
、
又
今
度
就
御
機
嫌
ニ
、
何
大
名
衆
半
途
迄

御
登
之
様
子
、
子
今
御
披
露
不
申
候
、
正
宗
・
お
伊
殿
、
又
紀
伊
国
・

尾
張
大
納
言
様
、
小
田
原
迄
御
下
、
是
も
御
披
露
無
御
座
由
、
御
次
而

を
以
御
披
露
可
被
成
之
曲
、
如
此
之
儀
を
も
能
々
申
上
候
へ
と
の
御
口

上
被
仰
下
候
、
将
又
先
番
ニ
申
上
候
、
伊
折
御
本
丸
之
仕
合
残
所
無
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御
座
、
御
進
上
物
雅
楽
殿
御
披
露
に
て
納
申
、
御
前
へ
被
召
出
、
御

直
ニ
御
返
事
、
其
上
御
服
・
御
道
服
な
と
拝
領
申
候
、
左
候
へ
ハ
、
伊

折
早
々
返
し
可
申
と
存
、
十
儲
一
服
叫
M
M
W
兵
へ
か
た
へ
御
返
事
相
調
被
申
候

様
ニ
と
私

B
書
中
越
申
候
得
者
、
御
内
書
可
罷
出
由
雅
楽
殿
御
意
ニ

御
座
候
問
、
薗
々
相
待
申
候
様
ニ
と
被
申
候
問
、
待
申
候
処
、
火
事
出

来
、
其
以
後
雅
楽
殿
御
登
城
不
被
成
、
遅
々
申
候
、
漸
昨
日
四
日

御
本
丸
御
内
書
・
御
自
分
之
御
返
事
被
遺
候
、
若
殿
様

B
早
々
罷
下

候
へ
と
被
仰
付
候
而
、
伊
折
罷
下
候
、
愛
元
之
御
様
子
可
申
上
候
、

殊
仁
兵
へ
申
上
候
者
、
御
使
者
を
早
々
為
御
登
、
御
本
腹
之
御
祝
儀
、

何
御
同
前
ニ
被
仰
上
候
様
ニ
と
申
候
、
若
御
祝
儀
上
り
申
儀
遅
々
申
候

者
、
愛
元
逗
留
申
候
様
ニ
被
仰
付
、
御
使
者
髄
之
仁
可
然
之
由
申
事
ニ

候
、
但
大
炊
殿
御
内
儀
ニ
も
御
座
候
哉
、
自
分
之
様
ニ
私
へ
申
候
、
此

由
御
次
而
を
以
被
仰
上
可
被
下
候
、
委
伊
折
可
申
上
候
、
恐
憧
謹
言
、

信
太
兵
部
少

花
押
同
前

十
月
五
日
（
寛
永
八
年
）

小
場
源
左
衛
門
様

※
酒
井
忠
世
邸
火
事
九
月
二
十
五
日
（
『
梅
津
政
景
日
記
』
寛
永
八
年

十
月
五
日
条
）
。
茂
木
伊
織
江
戸
よ
り
秋
田
帰
着
十
月
十
四
日
（
政
景

日
記
同
日
条
）
。

小
場
ニ
六
岡
忠
政
・
菅
谷
元
成
連
署
害
状
（
〉
ω
2
M
l
a
／
『
御

文
書
』
巻
三
）

（
包
紙
上
書
）
「
「
七
ノ
義
』
岡
三
郎
兵
衛
・
菅
谷
小
隼
人
書
帖
壱
通
」

（
端
裏
押
紙
上
書
）
「
岡
三
郎
兵
衛
・
菅
谷
小
隼
人
書
壱
通
『
七
ノ

義』」
以
上
、

一
番
令
啓
上
候
、
仰
被
仰
付
候
御
買
物
之
目
録
為
御
披
見
指
上
申

候、
一
、
石
垣
坪
定
之
義
、
兵
部
少
談
合
仕
候
、
然
者
乗
物
町
又
左
衛
門
と

申
者
直
入
、
平
石
垣
一
坪
ニ
付
而
小
判
一
両
一
歩
、
見
付
ハ
三
両
、

す
ミ
ハ
四
阿
一
歩
と
申
候
、
銭
座
六
右
衛
門
直
入
ハ
、
平
石
垣
一
坪

ニ
付
而
丁
銀
五
拾
六
匁
、
見
付
ハ
百
八
十
弐
匁
、
す
ミ
ハ
弐
百
五
拾

弐
匁
と
申
候
、
乍
去
右
何
も
世
上
や
す
く
罷
成
候
ハ
＼
其
な
ミ
ニ

仕
、
指
上
可
申
由
申
候
、
唯
今
ま
て
ハ
何
方
も
坪
定
し
れ
不
申
候
ニ
、

｛例｝

り
ゃ
う
じ
ニ
極
申
候
而
ハ
、
自
余
之
引
列
ニ
も
可
罷
成
由
申
候
条
、

先
右
之
通
ニ
仕
、
若
殿
様
請
御
意
申
候
へ
者
、
な
ミ
の
外
ハ
有

之
問
敷
候
閥
、
猶
秋
田
へ
得
御
意
申
候
へ
と
被
仰
付
候
閑
申
上

候
、
扱
又
以
来
為
無
違
返
、
為
手
付
六
右
衛
門
組
三
人
ニ
御
座
候
間

百
雨
、
又
左
衛
門
ニ
五
拾
両
相
渡
申
候
、

一
、
御
普
請
御
奉
行
衆
・
・
5
御
触
御
座
候
問
、
極
月
廿
七
日
ニ
罷
出
候
、

岩
城
様
御
屋
敷
へ
も
御
触
御
座
候
而
、
太
平
孫
右
衛
門
罷
出
候
、
諸

大
名
御
下
奉
行
何
も
被
罷
出
候
、
御
普
請
御
奉
行
衆
被
仰
様
ニ
ハ
、
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御
馬
廻
衆
・
関
東
衆
ハ
始
之
二
月
朔
日
よ
り
西
之
御
丸
御
普
請
ニ

御
座
候
、
其
外
御
国
取
衆
ハ
三
月
朔
日
よ
り
外
か
こ
ひ
、
小
口
脇
ニ

御
座
候
由
被
仰
候
而
、
御
番
付
御
見
せ
被
成
置
候
、
子
今
御
町
場
ハ

御
渡
不
被
成
候
、
扱
又
二
月
朔
日
よ
り
之
御
普
請
下
奉
行
も
、
三
月

期
日
よ
り
之
御
普
請
下
奉
行
も
相
談
ハ
同
前
ニ
仕
、
惣
御
町
場
之
内

ニ
こ
ミ
入
可
申
所
、
入
申
関
敷
所
を
か
ね
て
見
届
申
、
入
札
な
と
の

や
う
に
成
共
仕
、
可
申
上
候
曲
、
諸
大
名
御
下
奉
行
衆
へ
被
仰
渡
候
、

為
覚
御
普
請
之
地
形
・
坪
数
之
御
書
付
御
渡
被
成
置
候
、
其
写
為
御

披
見
指
上
申
候
、
菟
角
御
町
場
御
渡
被
成
候
魁
、
善
悪
之
義
不
申
ゃ

う
ニ
と
思
召
、
右
之
趣
被
仰
渡
候
と
見
え
申
由
、
下
奉
行
衆
被
申
候
、

扱
又
御
普
請
場
之
善
悪
を
見
申
候
事
ハ
、
何
之
な
ミ
次
第
と
存
申
罷

有
候
、
猶
迫
々
可
申
上
候
、

一
、
石
場
之
義
、
御
普
請
御
奉
行
衆
へ
兵
部
少
得
御
意
候
へ
者
、
か
ね

／
＼
を
の
／
＼
被
取
置
候
由
候
へ
と
も
、
町
場
ニ
よ
り
用
立
ま
し
き

由
被
仰
候
、
か
つ
手
ニ
よ
り
追
而
御
渡
可
有
之
ニ
御
座
候
、

一
、
こ
や
場
之
事
ハ
見
立
申
候
へ
と
御
普
請
御
奉
行
衆
被
仰
候
へ
と

も
、
何
か
た
ニ
も
無
御
座
候
、
若
中
屋
敷
之
内
ニ
御
人
足
五
六
百
程

ハ
納
り
可
申
在
所
御
座
候
、
又
此
度
渡
り
申
候
下
御
屋
敷
こ
や
場

ハ
、
沢
山
ニ
御
座
候
へ
と
も
、
ま
た
水
御
座
候
、
若
御
普
請
を
も
被

成
置
候
ハ
＼
こ
や
場
か
つ
て
ハ
一
段
可
然
曲
、
若
殿
様
御
意
ニ

御
座
候
、
為
御
心
得
申
上
候
、

一
、
石
請
取
申
候
時
分
ハ
、
算
用
仕
者
入
可
申
候
、
石
之
す
尺
を
割
坪

ニ
合
せ
、
請
取
申
由
承
候
、
何
時
渡
り
可
申
も
し
れ
不
申
候
、
是
又

為
御
心
得
申
述
候
、

一
、
御
町
場
ハ
か
ん
た
橋
口
大
か
た
渡
り
可
申
と
承
候
、

一
、
坪
数
ハ
壱
万
石
ニ
付
而
四
拾
壱
坪
之
御
割
付
之
由
申
候
、
万
々
追

而
可
申
上
候
、
恐
慢
謹
言
、

正
月
四
日
（
寛
永
六
年
）

岡
三
郎
兵
衛

忠
政
（
花
押
）

菅
谷
隼
人
元
成
（
花
押
）

梅
津
半
右
衛
門
様
人
々
御
中

-46一

小
場
ニ
七
神
尾
元
勝
書
状
（
》

g－Mlω
司
l
－
／
『
御
文
書
』
巻
ニ
）

（
包
紙
上
番
）
「
神
尾
内
記
殿
ヨ
リ
信
太
兵
部
少
所
へ
被
遣
候
御
状
弐

通
『
七
ノ
義
』
」

（
端
裏
捻
封
上
書
）
「
『
七
ノ
義
』
神
尾
内
記

（
墨
引
）
信
太
兵
部
少
様
御
再
報
元
勝
」

尚
以
、
供
之
も
の
な
と
大
勢
め
し
つ
れ
被
参
候
使
者
悪
敷
御
座
候

由
被
仰
候
問
、
貴
様
御
越
之
儀
ハ
御
尤
ニ
御
座
候
へ
共
、
右
之
通

各
被
仰
候
問
、
必
御
無
用
ニ
可
被
成
候
、
い
か
に
も
か
る
き
衆
を

御
一
人
、
拙
者
所
ま
て
御
越
被
成
候
ハ
＼
上
様
へ
上
り
申
、

御
進
物
井
御
年
寄
衆
へ
も
首
尾
能
可
仕
候
閥
、
其
段
ハ
御
心
安
被

思
召
、
貴
殿
御
越
之
儀
ハ
御
延
引
可
被
成
候
、
以
来
義
宣
様
へ
も
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右
之
通
ハ
可
申
上
候
問
、
御
気
遣
被
成
問
敷
候
、
以
上
、

昨
日
者
御
報
令
拝
見
候
、
然
者
大
名
衆

B
河
越
へ
御
使
者
被
遺
候
儀
、

歴
々
之
衆
被
差
越
候
儀
不
入
事
之
曲
、
昨
日
御
年
寄
衆
被
仰
候
、
御
使

者
之
衆
へ
も
御
年
寄
衆
御
相
被
成
問
敷
候
問
、
い
か
に
も
か
る
き
衆
を

御
越
被
成
候
様
ニ
、
引
々
ニ
可
申
入
由
、
御
目
付
衆
な
と
も
被
申
候
、

為
御
心
得
如
此
御
座
候
、
恐
憧
謹
言
、

一
一
月
十
七
日
（
寛
永
八
年
）
元
勝
（
花
押
）

潟
市
包
紙
に
は
次
の
二
人
号
も
と
も
に
入
る
。
『
梅
津
政
景
日
記
』
寛
永

八
年
三
月
八
日
条
。

小
場
ニ
八
神
尾
元
勝
害
状
（
〉

ω包
M1ω
叫
ん
／
『
御
文
書
』
巻
ニ
）

（
端
裏
捻
封
上
書
）
「
『
七
ノ
義
』
神
尾
内
記

（
墨
引
）
信
太
兵
部
少
様
人
々
御
中
元
勝
」

｛高明｝

一
筆
令
啓
上
候
、
然
者
加
藤
左
馬
殿
今
日
御
着
候
、
上
方
大
名
衆
大
形

御
下
候
、
未
御
下
無
之
衆
も
追
々
御
下
之
由
承
候
、
義
宣
様
御
事
も
菟

角
愛
元
迄
御
越
被
成
、
御
忍
之
排
ニ
御
座
被
成
可
然
候
ハ
ん
哉
、
自
然

（秀忠）
相
国
様
御
煩
長
引
申
候
へ
者
、
御
気
遣
ニ
可
被
思
召
と
存
候
、
相
馬

長
門
な
と
も
被
罷
上
候
様
ニ
申
遺
候
、
併
拙
者
式
加
様
ニ
申
候
儀
者
御

無
用
ニ
可
被
成
候
、
貴
様
為
御
心
得
之
ニ
も
成
候
ハ
ん
か
と
存
、
指
出

ケ
間
敷
候
へ
共
、
如
此
申
入
候
、
恐
慢
謹
言
、

八
月
五
日
（
寛
永
八
年
）
元
勝
（
花
押
）

※
『
梅
津
政
景
日
記
」
寛
永
八
年
八
月
十
三
日
条
に
関
係
か
。

小
場
ニ
九
大
野
仁
兵
衛
害
状
（
》
ω
2
M
l
Z
M
／
「
御
文
書
」
巻
三
）

（
包
紙
）
「
『
七
ノ
義
』
土
井
大
炊
殿
御
家
頼
大
野
伊
兵
衛
所
δ
之
書
壱

通」（
端
裏
捻
封
上
書
）
「
「
七
ノ
義
」
大
野
仁
兵
衛

（
墨
引
）
信
田
兵
部
様
人
々
御
中
房
」

尚
以
、
貴
様
入
御
念
候
通
り
為
申
聞
候
、
秋
田
δ
御
人
足
被
為
呼

候
ほ
と
の
儀
ニ
ハ
有
問
敷
之
候
、
愛
元
ニ
而
日
用
ニ
被
仰
付
候

ハ
＼
五
日
三
日
之
内
出
来
可
申
候
、
自
然
左
様
之
者
も
入
申
候

ハ
＼
た
ん
れ
ん
い
た
し
候
も
の
を
才
覚
可
仕
候
、
以
上
、

昨
日
者
貴
札
致
持
見
候
、
然
者
神
田
土
橋
之
儀
、
被
成
御
覧
、
秋
田
へ

被
仰
上
之
由
承
候
、
余
人
足
も
過
分
ニ
入
申
問
敷
候
問
、
愛
元
ニ
而
日

用
ニ
耐
成
と
も
被
成
候
而
ハ
い
か
、
可
有
御
座
候
哉
、
参
候
而
御
談
合

可
申
上
候
へ
共
、
咳
気
仕
罷
有
候
、
恐
々
一
謹
言
、

六
月
廿
四
日
（
寛
永
六
年
カ
）

-47-

房
（
花
押
）

佐
竹
義
宣
提
害
（
『
家
蔵
』
三
）

小
場
三

O
提

一
、
於
京
都
ニ
、
無
手
判
往
還
仕
事
、
か
た
く
御
法
度
候
、
手
判
持

候
も
の
悪
事
仕
出
ニ
お
ゐ
て
は
、
其
者
計
曲
事
ニ
可
被
仰
付
に
て

候
、
手
判
不
持
者
悪
事
於
仕
ニ
は
、
主
人
迄
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候

ニ
而
候
事
、

一
、
道
中
路
次
う
ち
先
次
第
二
少
も
聞
を
不
置
、
引
続
可
乗
事
、
付
、
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足
軽
其
外
道
具
持
も
同
前
之
事
、

一
、
町
中
通
り
候
時
、
関
ニ
而
雑
談
い
た
す
へ
か
ら
さ
る
事
、

｛
列
丘

一
、
馬
に
沓
う
ち
候
時
は
、
脚
引
除
候
而
う
ち
、
又
本
之
前
へ
急
可
乗

着
候
事
、

一
、
他
所
之
衆
と
出
入
、
か
た
く
停
止
之
事
、

一
、
道
中
も
於
京
都
ニ
も
、
見
物
か
た
く
停
止
之
事
、

一
、
惣
別
下
之
者
を
高
声
ニ
よ
ひ
申
閲
敷
事
、

一
、
宿
よ
り
出
候
時
、
宿
之
跡
之
方
へ
馬
如
番
付
之
段
々
に
立
差
置
、

直
ニ
乗
可
出
候
、
泊
の
町
々
内
ニ
さ
へ
候
者
、
本
陣
之
先
ニ
宿
有
之

も
の
も
、
本
陣
よ
り
跡
へ
馬
を
可
遺
候
事
、
付
、
先
町
ニ
宿
有
之
も

の
は
、
其
前
ニ
可
相
待
候
事
、

一
、
先
々
足
軽
共
手
前
ニ
宿
へ
不
入
内
は
、
町
ニ
立
候
而
居
、
宿
へ
入

候
而
以
後
宿
々
へ
可
有
付
事
、

一
、
舟
橋
舟
渡
り
之
所
ニ
而
、
馬
如
番
付
之
段
々
に
可
引
越
候
、
跡
の

馬
を
引
通
し
候
者
、
可
為
曲
事
之
事
、

一
、
拾
人
組
之
内
、
壱
人
科
人
於
有
之
は
、
題
目
に
よ
り
残
九
人
も
曲

事
ニ
可
成
候
問
、
悪
も
の
於
有
之
ハ
、
兼
而
可
致
披
露
事
、

一
、
人
数
お
し
の
う
ち
よ
り
出
候
而
、
町
中
ニ
而
わ
ら
じ
・
沓
・
食
物

以
下
買
候
事
、
停
止
之
事
、

一
、
道
中
路
次
う
ち
の
問
、
た
は
こ
ふ
き
候
事
、
か
た
く
留
置
候
、
付
、

酒
屋
へ
寄
合
候
而
、
酒
呑
候
者
可
為
曲
事
候
事
、

元
和
九
年

五
月
十
五
日

※
『
秋
田
県
史
』
資
料
近
世
編
上
所
収
。
『
家
蔵
」
原
本
の
第
一
紙
端

下
部
に
「
小
場
勘
解
由
」
と
あ
り
。

小
場
＝
＝
佐
竹
義
宣
害
状
写

$
8
5
1
3
2

尚
々
、
野
城
へ
番
付
候
板
、
六
尺
の
は
T

無
之
候
者
、
三
尺
の
上

を
何
程
成
共
木
の
は
v
有
次
第
二
申
付
、
と
ら
せ
可
申
候
、
三
尺

三
寸
δ
せ
ま
き
ハ
不
入
候
、
以
上
、

当
十
二
日
之
日
付
之
状
、
一
昨
廿
一
日
参
着
、
披
見
候
、
愛
許
相
替
事

無
之
候
、
行
幸
可
被
成
置
御
用
意
迄
ニ
而
候
、

｛
家
光
V

将
軍
様
去
十
二
日
ニ
江
戸
を
出
御
、
被
成
御
登
ニ
候
、
京
都
へ
御
着
座

之
儀
者
、
定
而
八
月
二
日
三
日
比
た
る
へ
く
候
、
持
制
仲
所
様
四
五
日
之

内
ニ
大
坂
へ
被
為
成
候
様
ニ
唱
ニ
而
候
、
先
日
も
申
遺
候
初
草
之
弟

鷹
一
つ
出
候
者
、
五
六
日
も
相
待
、
又
出
候
騰
と
二
つ
可
為
登
候
、
七

日
八
日
も
待
候
而
も
、
跡
之
鷹
不
出
候
者
、
先
壱
つ
も
北
国
を
稼
候
而
、

可
登
候
、
一
つ
ハ
又
跡
δ
其
を
も
北
国
を
京
都
へ
可
為
登
候
、
鷹
師
を

五
人
申
付
、
鹿
嶋
へ
遺
候
而
、
は
や
ぶ
き
を
五
つ
所
望
可
致
候
、
致
所

望
候
者
、
則
秋
田
へ
す
へ
候
て
、
下
候
様
ニ
可
申
付
候
、
一
人
館
成
者

を
遣
、
四
人
ハ
わ
ろ
き
こ
ほ
し
の
も
の
計
ゑ
り
候
て
、
可
登
候
、
隼
五

つ
所
望
候
程
、
壱
分
小
判
を
其
許
δ
為
持
候
而
、
可
遣
候
、
小
足
皮
悪

敷
候
得
者
、
足
は
れ
候
問
、
小
足
皮
と
山
足
緒
を
其
元

B
為
持
候
而
、

可
造
候
、
鹿
嶋
ニ
は
や
ぶ
さ
無
是
候
者
、
下
緒
上
網
を
あ
り
き
候
て
尋
、

-48一
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所
望
致
候
得
と
可
申
付
候
、
愛
元

B
手
前
下
ニ
者
か
も
ハ
す
、
五
つ
の

隼
さ
へ
所
望
候
者
、
早
々
秋
田
へ
下
候
へ
と
可
申
付
候
、
愛
許
御
下
向

之
様
子
知
候
者
、
早
飛
脚
ニ
而
鷹
師
共
江
戸
へ
可
呼
候
閥
、
鷹
師
拾
五

百
忍

人
申
付
、
可
指
置
候
、
平
野
兵
左
衛
門
を
も
夫
ニ
差
添
、
一
到
来
次
第

二
登
候
様
ニ
申
付
、
可
指
置
候
、
大
形
十
月
二
日
三
日
比
ニ
秋
田
を
可

相
立
候
問
、
其
分
ニ
致
催
促
、
可
指
置
候
、
当
秋
其
元
に
て
出
候
山
か

へ
り
弟
鷹
・
兄
鷹
・
は
や
ぶ
さ
ハ
一
つ
も
江
戸
へ
ハ
の
ほ
せ
問
敷
候

問
、
よ
く
／
＼
ゑ
が
ひ
致
、
差
置
候
様
ニ
可
申
付
候
、
新
鷹
之
時
、
あ

ら
ひ
ゑ
を
不
飼
候
様
ニ
可
申
付
候
、
唯
湯
ニ
而
少
し
め
し
候
て
、
飼
候

様
ニ
可
申
付
候
、
水
鳥
屋
へ
ゑ
か
ひ
悪
候
者
、
新
鷹
ニ
候
共
、
入
候
様

ニ
可
申
付
候
、
水
鳥
屋
δ
之
出
入
、
夜
致
問
敷
候
、
初
鮭
愛
許
へ
の
ほ

せ
候
事
無
用
ニ
而
候
、
九
月
之
節
句
之
時
分
其
元
を
出
候
而
、
鮭
之
魚

塩
之
致
、
有
程
調
候
而
、
可
為
登
候
、
北
国
を
直
ニ
愛
許
へ
可
指
越
候
、

あ
ら
ば
五
六
拾
も
可
登
候
、
方
々
へ
人
を
遺
調
可
申
、
当
秋
中
ハ
久
保

田
之
城
之
庭
ニ
な
り
候
梨
、
ま
た
惣
之
渡
野
の
屋
敷
々
に
な
り
候
梨
を

も
、
能
時
分
ニ
取
寄
、
統
ノ
な
き
計
よ
く
包
候
て
、
其
元
ニ
可
指
置
候
、

江
戸
へ
ハ
少
も
為
登
間
敷
候
、
葉
の
半
分
落
候
時
分
が
取
候
ニ
能
候
由

ニ
而
候
、
謹
言
、

七
月
廿
三
日
（
寛
永
三
年
）

小
場
源
左
衛
門
殿

義
宣
（
花
押
影
）

小
場
三
ニ
佐
竹
義
宣
害
状
写
（
〉

ωω
苧
ム
司
l
－）

【
削
白
崎
明
貧
富
串
）

尚
々
、
下
ニ
付
而
、
式
部
・
左
兵
衛
な
と
久
保
田
へ
来
候
事
、
必
々

無
用
ニ
而
候
、
年
頭
ニ
被
登
候
様
ニ
可
申
遺
候
、
以
上
、

由
利
へ
飛
脚
を
遣
候
而
、
由
利
ニ
有
之
鷹
、
は
い
鷹
迄
も
無
残
久
保
田

へ
不
着
前
ニ
よ
ぴ
候
て
、
可
指
置
候
、
大
形
廿
七
日
時
分
者
久
保
田
ま

て
可
相
着
候
、
不
断
居
候
閲
之
い
ろ
り
や
ぶ
れ
候
者
、
上
お
し
を
可
為

仕
候
、
料
理
所
之
い
ろ
り
を
も
可
為
致
候
、
又
相
手
之
者
あ
た
り
候
こ

た
つ
台
破
候
者
、
や
ふ
れ
目
採
さ
せ
可
申
候
、
一
円
ニ
破
候
者
、
新
敷

可
為
致
候
、
謹
言
、

霜
月
廿
日
（
寛
永
三
年
カ
）
義
宣
（
花
押
影
）

小
場
源
左
衛
門
殿

滋
義
宣
秋
田
着
予
定
の
日
に
ち
か
ら
、
寛
永
三
年
か
。
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佐
竹
義
隆
害
状
写
（
》
ω
2
0ー－
3
l
N
）

小
場
三
三
以
上
、

幸
之
間
申
入
候
、
何
西
之
丸
様
へ
当
廿
一
日
之
昼
御
茶
被
下
候
、
恭

｛

他

聞

光

政

｝

｛

毛

利

秀

一

括

｝

仕
合
、
満
足
推
量
尤
候
、
相
客
ハ
松
平
新
太
郎
殿
・
森
甲
斐
守
殿
・
浅

｛

長

鼠

｝

｛

忠

広

｝

A

腸
茂
》

野
但
馬
守
殿
・
加
藤
肥
後
殿
・
鍋
嶋
信
濃
殿
ニ
候
、
此
成
以
御
機
嫌
可

被
申
上
候
、
芳
寿
院
様
御
気
色
最
前
申
上
之
通
ニ
候
、
自
然
夜
々
少
っ
、

御
熱
気
さ
し
候
事
候
、
是
又
連
々
御
平
元
可
被
成
候
、
委
細
信
田
兵
部

少
可
申
遺
候
、
恐
々
謹
一
言
、

正
月
廿
二
日
（
寛
永
八
年
）

義
隆
（
花
押
影
）
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小
場
源
左
衛
門
殿

※
寛
永
八
年
正
月
二
十
一
日
西
丸
昼
の
茶
会
（
「
東
武
実
録
』
）
。

小
場
三
回
以
上
、

態
舟
遺
候
、
駿
河
大
納
言
様
御
行
儀
依
無
樫
ニ
、
岩
月
か
佐
倉
へ
越
御

A

申

且

正

｝

｛

忠

行

）

（

鳥

居

成

次

）

申
之
由
ニ
候
、
朝
倉
筑
後
殿
ハ
酒
井
阿
波
殿
預
ニ
候
、
鳥
井
土
佐
殿
者

何
方
へ
御
預
候
哉
、
今
ニ
不
知
候
、
右
之
趣
可
被
申
上
候
、
替
儀
候
者

追
々
可
申
達
候
、
其
分
相
心
得
尤
候
、
大
納
言
様
御
無
行
儀
、
御
苦
労

被
思
食
故
か
、
御
所
様
御
気
色
無
樫
候
由
、
何
と
な
く
唱
共
ニ
候
、
如

其
当
廿
八
日
御
本
丸
ニ
而
大
炊
殿
被
仰
候
者
、
御
所
様
御
灸
被
遊

候
故
、
今
日
御
目
見
得
無
之
候
由
被
仰
候
、
御
所
様
御
気
色
之
普
悪
、

【
爾
井
忠
世
家
庭
｝

惣
而
開
得
兼
候
問
、
其
元
へ
率
爾
不
被
申
越
候
、
岡
忠
右
衛
門
所
B
信

｛
人
見
箆
寵
）

回
兵
部
少
方
へ
越
候
状
、
為
披
見
遣
候
、
余
事
羽
石
又
右
衛
門
下
之
時

分
可
申
越
候
、
恐
々
謹
言
、

三
月
廿
九
日
（
寛
永
八
年
）

小
場
源
左
衛
門
殿

※
徳
川
忠
長
の
行
状
に
よ
る
。

佐
竹
義
隆
害
状
写
（
〉
ω
2
0
1
3刈
lω

）
義
隆
（
花
押
）

注
（1
）
頒
布
無
料
。
ご
希
望
の
方
は
金
子
ま
で
電
子
メ
l
ル
に
て
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
宵
包
括
wo＠
E
－z・支持可。－
R
』匂

（2
）
佐
々
本
倫
朗
『
戦
国
期
権
力
佐
竹
氏
の
研
究
』
（
思
文
閤
出
版
、
二

O
二
年
）
。

（3
）
「
国
典
類
抄
』
前
篇
嘉
部
四
十
九
所
収
「
秋
田
園
事
要
略
」
（
秋
田
県

立
秋
田
図
書
館
編
『
国
典
類
抄
」
第
十
四
巻
、
秋
田
県
教
育
委
員
会
、

一
九
八
三
年
）
。

（4
）
「
梅
津
政
景
日
記
」
寛
永
九
年
三
月
四
日
条
。

（
5
）
佐
藤
孝
之
「
元
和
九
年
秀
忠
上
洛
の
江
戸
出
立
日
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
成
果
報
告
ニ

O
二
一
ー
ー
六
十
七

世
紀
前
半
西
南
諸
欝
に
お
け
る
大
規
模
軍
事
動
員
」
研
究
代
表
者
小

宮
木
代
良
、
二
O
二
二
年
）
に
お
い
て
、
将
軍
徳
川
秀
忠
の
上
洛
を

め
ぐ
る
諸
大
名
の
情
報
収
集
と
い
っ
た
点
か
ら
宣
忠
宛
愈
忠
害
状
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
⑦
は
「
御
文
書
』
巻
三
収
録
・
問
書
巻
頭
目
録
「
一
、
岡
三
郎
兵
衛

忠
政
・
菅
谷
隼
人
元
成
連
署
一
通
〈
正
月
四
日
贈
梅
津
氏
、
本
小
場

勘
解
由
某
所
蔵
〉
『
向
上
』
」
、
（
付
築
朱
書
）
「
宝
永
八
年
御
青
印
拘

ニ
、
本
小
場
勘
解
由
所
蔵
ナ
ル
ヲ
御
取
上
、
任
筋
目
半
右
衛
門
ニ
被

返
下
ト
ア
リ
、
梅
津
文
書
ニ
ハ
ナ
シ
」
、
⑧
は
『
御
文
書
」
巻
二
収

録
・
同
書
巻
頭
目
録
「
て
神
尾
内
記
元
勝
書
二
通
〈
二
月
十
七
日
・

八
月
五
日
共
贈
信
太
兵
部
某
、
本
小
場
勘
解
由
某
所
蔵
、
『
本
書
ナ

シ
』
〉
」
、
（
付
鐘
朱
書
）
「
宝
永
八
年
御
青
印
如
、
信
太
兵
部
ニ
被
返

下
ト
ア
リ
、
信
太
文
書
ニ
ハ
ナ
シ
」
、
⑨
は
『
御
文
書
」
巻
三
収
録
・

同
書
巻
頭
目
録
「
一
、
大
野
仁
兵
衛
某
〈
土
井
大
炊
頭
利
勝
臣
〉
書

一
通
〈
六
月
廿
四
日
贈
信
太
兵
部
某
、
本
小
場
勘
解
由
某
所
蔵
〉
「
本
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書
ナ
シ
』
」
、
（
付
護
朱
書
）
「
宝
永
八
年
御
青
印
如
、
信
太
兵
部
ニ
被

返
下
ト
ア
リ
、
信
太
文
書
ニ
ハ
ナ
シ
」
と
あ
る
。

（7
）
拙
著
『
記
憶
の
歴
史
学
史
料
に
見
る
戦
国
」
（
講
談
社
、
二

O
一

一年）。

（8
）
鈴
木
満
「
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
考
」
（
『
秋
大
史
学
」
四
四
、
一
九

九
八
年
）
。

（9
）
明
和
か
ら
寛
政
年
間
に
か
け
て
も
修
史
事
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

の
で
、
点
検
は
こ
の
機
会
に
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
伊
藤
勝
美
「
「
秋

田
滞
家
蔵
文
書
」
の
成
立
の
過
程
」
（
『
秋
田
県
公
文
書
館
研
究
紀

要
』
三
、
一
九
九
七
年
）
。

（
叩
）
秋
田
県
公
文
書
館
編
『
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
古
文
書
目
録
第
7
集

佐
竹
文
庫
目
録
』
（
秋
田
県
公
文
書
館
、
二

O
一
一
年
）
。
伊
藤
勝

美
「
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
の
伝
来
の
過
程
」
（
「
秋
田
県
公
文
書
館

研
究
紀
要
』
二
、
一
九
九
六
年
）
。

【
追
記
】
本
稿
は
二

O
O
八
i
二
O
二
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤

研
究
（
S
）
「
史
料
デ
ジ
タ
ル
収
集
の
体
系
化
に
基
づ
く
歴
史
オ
ン
ト
ロ
ジ
l

構
築
の
研
究
」
（
研
究
代
表
者
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
林
譲
）
お
よ

び
二

O
二
一
j
二

O
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
B
）「一

六
1
一
七
世
紀
の
日
本
海
地
域
に
お
け
る
情
報
と
大
名
」
（
研
究
代
表
者
・

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
佐
藤
孝
之
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
な
お
、
公
文
書
館
所
蔵
の
小
場
家
文
書
原
本
、
お
よ
び
『
御
蔵
書
目
録
』

に
つ
い
て
は
加
藤
昌
宏
氏
の
多
大
な
る
ご
教
示
に
預
か
っ
た
。
記
し
て
謝
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。
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